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富山大学地域連携推進機構生涯学習部門平成 29 年度事業富山大学地域連携推進機構 学習部門平成 29年度事業  ① 公開講座 幅広い年代の一般市民を対象に，多様なテーマで，数多くの講座を開催している。公開講座は，教養講座，語学講座，体験講座の３つのジャンルからなり，本学の教育・研究の成果を広く社会に開放するとともに，体系性のある独自のカリキュラムを開発・提供することにより，地域社会の文化水準の向上に資することを目指している。  ② オープン・クラス(公開授業)   各学部及び教養教育が開設している授業を一般市民にも公開しており，科目数は，前学期・後学期あわせて 800科目程度にものぼる。高度な生涯学習に対する社会的要請に応えるとともに，学習機会を広く地域住民に提供し，本学と地域社会との連携を深めている。平成 29 年度から，より高度で専門的な大学院の授業科目をハイ・グレード・オープン・クラス（ＨＧＯＣ）として位置づけ公開している。  ③ 高大連携   覚書に基づき，富山県立小杉高等学校の生徒を本学の正規授業へ受入れている。修了した生徒には高等学校から単位が認定されるなど地域の教育機関との連携を深めている。  ④ まちなかセミナー 北陸にある国立大学４校が連携して行っている。自大学の教員をコーディネーターとし，他大学の教員を講師に迎え，一般市民を対象としたセミナーを開催している。  ⑤ サテライト講座   富山駅前 CiC ビルにて，一般市民を対象に８学部の教員がそれぞれ講師を担当し，年８回の無料講座を開催している。多彩な学術ジャンルの先端的内容を，市民にわかりやすく解説するもので，毎回多数の市民が参加している。  ⑥ 生涯学習ワークショップ 2017 平成 23，27年度に続き，防災をテーマにしたワークショップを開催した。近年，自然災害が全国各地で頻発しており，都市デザイン学部教員の講演を交えつつ，参加者がグループに分かれて，考え・語り合う場とした。  ⑦ 富山大学の研究が５時間でわかる講座 特色ある研究を実施する研究所にスポットをあて，オリジナリティの高い研究成果を，研究者が交代で，基礎知識から最先端の情報まで一気に約５時間で紹介する。全国の市民に向け，ICTによる講座の同時配信も行う。  ⑧ 富山大学市民講座 2017 ８学部１研究所を擁する総合大学である本学の研究者たちが，交代で１つのテーマについて体系的・学際的に紹介していく無料講座（３回シリーズ）として，読売新聞北陸支社と共催で開催している。  ⑨ キャリアデザイン講座 若者の地元定着率向上を目指す COC+事業の一環として，県内高校生に地元の大学への進学，地元の企業への就職を意識し，富山で働き暮らしていくことのイメージを持ってもらうことを目的に実施している。  ⑩ その他 
 講師紹介・生涯学習相談   学外からの講演会・研修会等のための講師派遣依頼に応じて，本学教員の紹介をおこなっている。講師の選定とともに，企画段階でも学習（研修）プログラム作成に協力している。 
 地域との連携   富山大学と地域との連携を一層進め，地域課題について相互理解を深めるとともに，各自治体や公民館・図書館・博物館等の生涯学習関連機関と協働し，職員の専門性向上をはかるための研修や市民を対象にした防災や学びに関するワークショップ等の事業を企画・実施している。 
 生涯学習部門受講生オープンサロン及びアカデミールームの整備 オープン・クラス，公開講座の受講生の方などが，自習・相談・休憩できるスペースとして，オープンサロン及びアカデミールームを整備している。 
 調査・研究 大学開放事業の概要，および教員の調査・研究成果発表の場として『富山大学地域連携推進機構生涯学習部門年報』を年１回発行している。平成 29 年度は第 19 巻を発行し，すべて学術リポジトリを通じインターネットで公開している。 
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平成30年3月31日現在
開設年度 講座数 開設時間数 募集人員 延受講者数 修了者数
講座 時間 人 人 人平成元年 5 109 275 91 52
2 3 53 115 97 71
3 3 55 125 125 75
4 5 95 165 160 92
5 7 110 180 152 122
6 12 173 360 256 165
7 12 211 320 278 228
8 9 121 270 287 220
9 13 176.5 430 302 260
10 13 168.5 355 284 255
11 13 178 360 308 261
12 16 192 472 353 324
13 38 443.5 1,013 575 528
14 43 526.5 1,045 542 497
15 44 528.5 808 708 660
16 36 418 645 571 526
17 43 574.5 776 518 476
18 68 1,063 1,177 878 814
19 68 987 1,198 774 726
20 78 1,151.5 1,474 999 856
21 80 1,297 1,226 934 826
22 74 1,204.5 1,290 847 741
23 81 1,306 1,344 885 777
24 86（3） 1,425.5（37.5） 1,434（58） 1,003 895
25 74（3） 1,356（27） 1,112（36） 691 576
26 71（8） 1233.5（140.5） 1,095（90） 659 452
27 78（7） 1,237.5(69.5) 1,349(112) 678 595
28 71（１） 1,323.5(12) 1,072(15) 707 612
29 72（5） 1,327(80.5) 1,189(76) 765 649
（ ）内は、中止講座の講座数、時間数、募集人員数で内数
富山大学公開講座実施状況一覧
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◆教養講座 ※　表の網掛け部分は後学期の実施内容です。
男 女 計
1 韓国を知ろう（前期） 仲嶺　政光 天坂　仁美 4/8～8/5（10：00～11：30） 一般市民 22.5 10 1 8 9 9
2 韓国を知ろうステップアップ（前期） 仲嶺　政光 天坂　仁美 4/10～8/ 21（19：00～20：30） 一般市民 22.5 10 1 7 8 8
3 韓国，その言葉と文化（前期） 仲嶺　政光 天坂　仁美 4/12～8/23（15：00～16：30） 一般市民 22.5 14 2 11 13 13
4 変体仮名を学んで，『徒然草』を読もう 樋野　幸男 樋野　幸男 4/19～7/19（18：00～20：00） 一般市民で、変体仮名を学びたい方 12 15 5 7 12 12
5 児童のための絵画指導のあり方 隅　　敦 隅　　敦 5/24～10/4（19：00～20：30） 小学校教員を中心にした児童に絵画を指導する立場にある方 22.5 32 0 7 7 5
6 フランス語で短編小説を読む 中島　淑恵 中島　淑恵 5/11～7/27（14：45～16：15） 中級以上のフランス語読解力をお持ちの一般市民の方 18 10 3 4 7 6
7 心理学を生かすために（その１）－心理学の方法を知る 黒川　光流 海老原　直邦 5/13～8/12（13：30～15：30） 一般市民 16 30 10 27 37 26
8 現代生物学入門 唐原　一郎 唐原　一郎ほか 8/26～8/27（10：00～17：15） 一般市民 10 25 8 3 11 10
9 韓国を知ろう（後期） 仲嶺　政光 天坂　仁美 9/30～3/3（10：00～11：30） 一般市民 22.5 10 1 9 10 8
10 韓国を知ろうステップアップ（後期） 仲嶺　政光 天坂　仁美 10/2～2/19（19：00～20：30） 一般市民 22.5 10 1 8 9 8
11 独禁法入門-消費者と独禁法 中出　孝典 中出　孝典 10/5～11/30（14：45～16：15） 一般市民 12 10 0 中止
12 韓国，その言葉と文化（後期） 仲嶺　政光 天坂　仁美 10/11～2/14（15：00～16：30） 一般市民 22.5 14 2 11 13 11
13 児童のための絵画指導のあり方 隅　　敦 隅　　敦 10/11～1/31（19：00～20：30） 小学校教員を中心にした児童に絵画を指導する立場にある方 22.5 32 0 6 6 4
14 フランス語で短編小説を読む 中島　淑恵 中島　淑恵 10/12～1/18（14：45～16：15） 中級以上のフランス語読解力をお持ちの一般市民の方 18 10 3 6 9 8
15 雪から読み解く地球環境 遠山　和大 遠山　和大 10/24～11/28（18：30～20：00） 一般市民 9 25 3 1 4 4
16 心理学を生かすために（その2）－研究の成果を吟味する 黒川　光流 海老原　直邦 10/28～2/3（13：30～15：30） 一般市民 16 30 5 12 17 12
17 ずるい日本人，野蛮なインディアン，不思議な黒人-アメリカ映画の人種ステレオタイプ 赤尾　千波 赤尾　千波 1/27～3/17（15：00～16：40） 一般市民 5 50 2 3 5 3
296 337 47 130 177 147
◆語学講座
男 女 計
18 英語で「食」を楽しもう！＃４〜food topics and recipes〜 仲嶺政光 キタノ・アスカ 4/6～9/7（13：30～15：00）
中級レベル以上の市民一般や富山大学生，（英語の新聞，雑誌，TVのニュース，インターネット等から積極的に情報を取り入れ，活発に意見交換の学習が可能な方が対象です。）　更に，料理が得意な方で，料理やレシピを英語で可能な方，そして料理を作っている画像／動画を持参できる方が望ましいです。デジタル式が可能な方でも、そうでもないアナログ式の方でも大丈夫です。
15 10 0 7 7 7
19 英語で外国語を学ぼう！〜フランス語入門〜　（前期） 仲嶺政光 キタノ・アスカ 4/8～8/26（10：45～12：15） 英語が中級レベル以上と同時にフランス語が入門レベルの市民一般や富山大学生。 12 10 4 1 5 3
20 中国語さらなる一歩（会話中心の中国語準中級・中級クラス） 藤田　公仁子 楊　峰 4/10～7/31（19：00～20：30） 一般市民 22.5 15 11 4 15 14
21 ロシア語（初級） 中澤敦夫 ボンダレンコ 4/11～7/11（18：30～20：00） ロシア語のアルファベットを学んだ方 19.5 20 0 中止
22 初級中国語2（前期） 仲嶺政光 金　萍 4/12～8/9（19：00～20：30） 一般市民 19.5 15 4 4 8 7
23 英語TOEIC　初級ステップ1 仲嶺政光 高安　和子 4/13～7/27（13：00～14：30） 一般市民 22.5 16 1 11 12 9
24 中級レベル　TOEIC公式教材とインターネットを使用した米語発音講座 仲嶺政光 越谷　美和子 4/13～7/27（13：00～14：30） 英語で，インターネットの情報を得るために，努力して自分の発音を直す意志のある方。 22.5 10 2 6 8 5
25 ロシア語（中級・上級） 中澤敦夫 ボンダレンコ 4/13～7/27（18：30～20：00） 初級のロシア語を学んだ方 22.5 20 7 6 13 12
平成２９年度公開講座実施状況 平成30年3月31日現在
No. ジャンル 講座名 実施責任者 担当講師 開設期間 受講対象者 開設時間 募集定員 受講者数 修了者数 備　　考
計17講座（教養講座）
ジャンル 講座名 実施責任者 担当講師 開設時間 募集定員 受講者数 修了者数受講対象者開設期間
教養
備　　考
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26 初級中国語1（前期） 仲嶺　政光 金　萍 4/13～7/27（19：00～20：30） 一般市民 19.5 15 1 6 7 5
27 韓国語によるスピーチ(中級) 和田とも美 宋 有宰 4/13～8/3（10：30～12：00） 一般市民 22.5 10 1 7 8 7
28 中国語はじめての一歩（会話中心の中国語初級） 藤田　公仁子 楊　峰 4/14～8/4（13：30～15：00） 一般市民 22.5 15 4 6 10 9
29 時事中国語（上級クラス） 仲嶺　政光 金　萍 4/15～8/5（10：00～11：30） 一般市民 19.5 15 4 3 7 5
30 フランス語初級ステップ１ 仲嶺　政光 上田　誠人 4/15～7/29（13：00～14：30） はじめてフランス語を学ぶ方，フランス文化に関心をもつ方。 21 25 3 14 17 14
31 フランス語中級 仲嶺　政光 上田　誠人 4/15～7/29（15：00～16：30） 前年度フランス語初級修了者。また過去にフランス語を学んだことのある方。 21 25 2 17 19 15
32 フランス語上級 仲嶺　政光 上田　誠人 4/15～7/29（10：30～12：00） 前年度フランス語中級修了者，またはフランス語中級相当（仏検準２級以上）の運用能力を持つ方 21 25 3 11 14 11
33 朝鮮半島のことばを聴く，読む（初級Ⅰ） 和田とも美 和田とも美 4/27～7/2710：30～12：00） 一般市民 19.5 10 1 6 7 7
34 Cours de français (Niveau moyen) 中島　淑恵 サンドリンヌ 5/9～7/25（13：00～14：30） 中級以上のフランス語読解力をお持ちの一般市民の方 18 10 0 7 7 7
35 ドイツ語会話（初級ステップ２） ヴォルフガング ヴォルフガング 5/11～6/29（17：30～19：00） 一般市民 12 12 4 5 9 8
36 フランス語初級ステップ2 仲嶺　政光 上田　誠人 9/30～2/10（13：00～14：30） 前期初級ステップ１修了者，フランス文化に関心をもつ方。 21 25 3 9 12 11
37 フランス語中級 仲嶺　政光 上田　誠人 9/30～2/10（15：00～16：30） フランス語初級修了者。また過去にフランス語を学んだことのある方。 21 25 1 17 18 11
38 フランス語上級 仲嶺　政光 上田　誠人 9/30～2/10（10：30～12：00） フランス語中級修了者，またはフランス語中級相当（仏検準２級以上）の運用能力を持つ方 21 25 2 11 13 9
39 中国語さらなる一歩（会話中心の中国語準中級・中級クラス） 藤田　公仁子 楊　峰 10/2～2/5（19：00～20：30） 一般市民 22.5 15 8 2 10 8
40 朝鮮半島のことばを聴く，読む（初級Ⅱ） 和田　とも美 和田　とも美 10/5～1/25（10：30～12：00） 一般市民 19.5 10 1 7 8 7
41 韓国語によるスピーチとディスカッション　（上級） 和田　とも美 宋 有宰 10/5～2/8（10：30～12：00） 一般市民 22.5 10 1 6 7 6
42 英語TOEIC　初級ステップ2 仲嶺　政光 高安　和子 10/5～2/1（13：00～14：30） 一般市民 22.5 16 0 中止
43 中級レベル　TOEIC公式教材とインターネットを使用した米語発音講座 仲嶺　政光 越谷　美和子 10/5～2/1（13：00～14：30） 英語で，インターネットの情報を得るために，努力して自分の発音を直す意志のある方。 22.5 10 1 10 11 9
44 中国語はじめての一歩（会話中心の中国語初級） 藤田　公仁子 楊　峰 10/6～2/16（13：30～15：00） 一般市民 22.5 15 3 4 7 6
45 ロシア語（初級） 中澤　敦夫 ボンダレンコ 10/10～1/23（18：30～20：00） ロシア語のアルファベットを学んだ方 19.5 20 0 中止
46 初級中国語2（後期） 仲嶺　政光 金　萍 10/11～1/17（19：00～20：30） 一般市民 19.5 15 5 4 9 7
47 ドイツ語会話（中級） ヴォルフガング ヴォルフガング 10/12～12/7（17：30～19：00） 一般市民 12 12 3 3 6 6
48 ロシア語（中級・上級） 中澤　敦夫 ボンダレンコ 10/19～3/1（18：30～20：00） 初級のロシア語を学んだ方 22.5 20 6 4 10 5
49 初級中国語1（後期） 仲嶺　政光 金　萍 10/12～1/25（19：00～20：30） 一般市民 19.5 15 2 4 6 4
50 時事中国語（上級クラス） 仲嶺　政光 金　萍 10/14～2/17（10：00～11：30） 一般市民 19.5 15 4 3 7 5
51 英語で外国語を学ぼう！〜フランス語入門〜　（後期） 仲嶺　政光 キタノ・アスカ 10/16～2/19（10：45～12：15） 英語が中級レベル以上と同時にフランス語が入門レベルの市民一般や富山大学生。 12 10 2 4 6 4
52 Cours de français (Niveau moyen) 中島　淑恵 サンドリンヌ 10/17～1/16（13：00～14：30） 中級以上のフランス語読解力をお持ちの一般市民の方 18 10 0 7 7 5
53 「日本文化を英語で語ろう！」〜日本文化の案内プレゼンテーションに挑戦しよう〜 仲嶺　政光 キタノ・アスカ
10/18～1/31（15：45～17：15）2/14～2/21（15：00～16：30）
英語が中級レベﾙの一般市民や富山大学生。（本やインターネット等から積極的に情報を取り入れ、活発に意見交換の学習が可能な方が対象です。） 19.5 10 5 6 11 8
709.5 556 99 222 321 256
語学
計３６講座（語学講座）
－ 59 －
男 女 計
54 入門ピラティスとブリービクス＃８　（昼クラス） 仲嶺　政光 キタノ・アスカ 4/13～9/21（11：10～13：10） 健康に関心と興味を持っている市民一般。平成２２〜２８年度に実施した当該講座に参加した方の受講も可能です。 20 10 0 10 10 10
55 ドイツ歌曲を歌おう！（その1） 仲嶺　政光 大前 さち子 4/15～8/5（10：00～12：00） 一般市民 20 30 7 25 32 29
56 入門ピラティスとブリービックス＃８　（前期，夜クラス） 仲嶺　政光 キタノ・アスカ 4/17～8/21（18：30～20：30）
健康に関心と興味を持っている市民一般と（中学生以上の）学生。平成２２〜２８年度に実施した当該講座に参加した方の受講も可能です。 30 10 1 9 10 9
57 親子で楽しむプログラミング　Kids編 水内豊和 水内豊和 5/9～7/18（18：30～20：00） 小学校1年生〜3年生とその保護者（6回通して全て参加できるものに限る。） 9 20 0 10 20 18 １組：親子２人
58 楽しみながら伝える日本の文化・和菓子「四季の和菓子」 藤田　公仁子 藤田　公仁子ほか 6/25～7/23（13：00～16：00） 一般市民 12 20 3 26 29 28
59 iOS（Apple）機器の連携と活用 上山　輝 上山　輝ほか 8/25～9/22（18：15～20：15） 一般市民（パソコン，タブレット初級者〜中級者） 10 15 2 4 6 6
60 食文化の現在－ヨーロッパの視点から－2 徳橋　曜 徳橋曜ほか 9/7～10/12（15：00～16：30）10/19～10/26(14：00～18：00) 一般市民 12.5 12 3 6 9 8
61 木彫レリーフ（浮彫）制作 後藤　敏伸 後藤　敏伸ほか 4/6～6/8（18：00～20：00） 一般市民 18 15 5 4 9 9
62 漆と親しむ －3Ｄプリンタでつくる漆のアクセサリ－ 林　曉 林　曉ほか 4/18～5/26（18：30～20：30） 一般市民 20 15 3 8 11 11
63 電動工具を使った，子供のための竹製遊具の作り方教室 堀江　秀夫 堀江　秀夫 5/28（9：00～11：00）(12:00～17:00) できれば，自宅や職場の近くに竹林がある方 7 10 0 0 0 0 中止
64 高齢者のための屋外家具の設計・制作 堀江　秀夫 堀江　秀夫
5/30～6/22（18：30～20：30）6/25（10：00～12：00）（13：00～15:00）
６０歳以上の高齢者 20 8 4 0 4 4
65 高岡銅器の商品開発に挑戦 （生型鋳造の多品種一品生産技法の体験） 三船　温尚 三船　温尚 9/30～10/1（9：00～12：00）（13：00～17：30） 中学生以上　（鋳造に携わる方、未経験の方、いずれも可です。） 15 15 8 9 17 17
上限を20名まで受け入れることとなった
66 楽しい薬用植物の育て方・殖やし方　中級編 黒崎　文也 黒崎　文也ほか 4/22～10/28（9：00～11：00） 植物の栽培に興味のある方 12 15 5 10 15 12
67 退職後の豊かな暮らしに向けた「ケアウィル」講座 立瀬剛志 立瀬剛志ほか
7/8～7/15（13：30～17：00）7/22～8/26（13：30～16：30） 定年退職前後5年以内の方 12 20 10 2 12 11
68 ドイツ歌曲を歌おう！（その２） 仲嶺　政光 大前 さち子 9/30～2/17（10：00～12：00） 一般市民 20 30 6 23 29 24
69 親子で楽しむプログラミング　Junior編 水内　豊和 水内豊和 10/10～12/19（18：30～20：00） 小学校4年生〜6年生とその保護者（6回通して全て参加できるものに限る。） 9 20 7 15 22 22 １組：親子２人
70 入門ブリービクス＃９　（昼クラス） 仲嶺　政光 キタノ・アスカ 10/12～3/22（11：10～13：10） 健康に関心と興味を持っている市民一般。平成２２〜２９年度に実施した当該講座に参加した方の受講も可能です。 26 10 0 9 9 8
71 HTMLとCSSでつくるWebページ作成入門～テキストエディタを使って～ 上木　佐季子 上木　佐季子 11/1～11/29（18：15～20：15） 一般市民 10 6 2 3 5 5
72 テンペラ画 安達　博文 安達 博文ほか 10/2～11/27（18：00～21：00） 一般市民 39 15 5 13 18 15
321.5 296 71 186 267 246
男 女 計
７２講座 1,327.0 1,189 217 538 765 649
受講者数 修了者数
開設時間 募集定員 受講者数 修了者数 備　　考
◆体験講座
ジャンル 講座名
総　計
体験
計１９講座（体験講座）
講座数 開設時間 募集定員
実施責任者 担当講師 開設期間 受講対象者
－ 60 －
○学部別オープン・クラス（公開授業）受講者数の年度別推移
H25 H26
前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計
39 24 63 30 32 62 40 18 58 37 21 58 11 25 36
57 48 105 48 45 93 40 41 81 38 54 92 54 46 100
21 14 35 20 11 31 13 11 24 19 13 32 16 17 33
11 15 26 20 15 35 15 12 27 12 10 22 16 13 29
9 10 19 14 11 25 24 20 44 12 8 20 14 15 29
1 0 1 3 5 8 6 3 9 2 4 6 12 7 19
20 11 31 8 8 32 32 15 15 11 2 13
2 2
2 2
7 9 16 10 9 19 11 12 23 20 11 31 13 12 25
0 0 0 0 0 3 3 1 1 2 1 1 2
0 0 0 2 1 3 3 3 0 0 0 0
0 0 0 0 0
165 131 296 155 129 284 184 120 304 156 122 278 148 142 290
＊1北陸銀行との連携による寄附講義（企業等からの講師派遣による講義）。H25後学期については、インテックとの連携による寄付講義。その外は、通常の授業
○学部別オープン・クラス（公開授業）公開科目数の年度別推移
H25 H26
前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計
期 H27 H28
教養教育(五福)
芸術文化学部
教養教育(杉谷)
医学部
薬学部
人文学部
人間発達科学部
経済学部
理学部
工学部
大学院経済学研究科　*1
合　　計
期 H27 H28
教養教育 福
H29
大学院理工学教育部（理学領域）
大学院理工学教育部（工学領域）
H29
0
50
100
150
200
250
300
350
前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計
H25 H26 H27 H28
薬学部
医学部
教養教育(杉谷)
芸術文化学部
大学院経済学研究科 *1
工学部
理学部
経済学部
人間発達科学部
人文学部
教養教育(五福)
49 54 103 65 49 114 75 51 126 64 45 109 51 39 90
60 69 129 63 61 124 55 57 112 61 66 127 57 62 119
55 64 119 54 60 114 48 57 105 54 63 117 54 56 110
18 35 53 49 38 87 45 35 80 40 36 76 29 33 62
75 63 138 76 61 137 66 62 128 66 63 129 71 62 133
90 92 182 87 87 174 82 80 162 83 74 157 80 77 157
1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 7 8
15 15
38 38
27 19 46 30 24 54 22 31 53 33 24 57 23 25 48
1 1
2 2 4 4 4 3 4 7 3 5 8 3 5 8
2 2 4 2 4 6 1 1 3 3 1*2 1*2 2
0 0 0 0
379 401 780 427 388 815 398 377 775 408 376 784 370 421 791
＊1北陸銀行との連携による寄附講義（企業等からの講師派遣による講義）。H25後学期については、インテックとの連携による寄付講義。その外は、通常の授業
*2大学院の授業
(五 ）
合　　計
大学院理工学教育部（理学領域）
大学院理工学教育部（工学領域）
人文学部
人間発達科学部
経済学部
理学部
大学院芸術文化学研究科
芸術文化学部
教養教育(杉谷)
医学部
薬学部
工学部
大学院経済学研究科*1
0
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前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計
H25 H26 H27 H28
薬学部
医学部
教養教育(杉谷)
芸術文化学部
大学院経済学研究科*1
工学部
理学部
経済学部
人間発達科学部
人文学部
教養教育(五福）
－ 61 －
学部 科目番号 授業科目名 担当教官 受講者1 教養 7 中国語Ｂ（４） 末岡　宏 42 教養 8 ラテン語Ｂ４ 佐藤　真基子 23 教養 50 朝鮮語Ｂ(3) 和田　とも美 14 教養 51 ラテン語Ｂ３ 佐藤　真基子 4111 人文 1 哲学概論 永井龍男 12 人文 2 西洋思想史 永井龍男 13 人文 7 人間学演習Ⅰ 田畑真美 44 人文 8 音声学Ⅰ 呉人　惠 35 人文 9 言語学概論Ⅱ 安藤智子 1
6 人文 10 心理学概論Ⅱ 黒川光流、喜田裕子、坪見博之 17 人文 11 日本史特殊講義 鈴木景二 28 人文 12 史学概論 鈴木景二、澤田稔、入江幸二 19 人文 13 日本史概説Ⅱ 熊谷　隆之 210 人文 14 古文書学実習 熊谷　隆之 511 人文 15 西洋史概説Ⅰ 入江幸二 112 人文 19 人文地理学実習１ 鈴木晃志郎 113 人文 21 国際関係論特殊講義 竹村卓 214 人文 23 国際関係論特殊講義 林　夏生 115 人文 25 外国語演習（中国語） 末岡　宏 116 人文 27 朝鮮言語文化講読 上保敏 117 人文 28 朝鮮語コミュニケーション(会話) 宋有宰 618 人文 29 中国言語文化講読 大野圭介 119 人文 31 英米言語文化演習Ⅰ 恒川正巳 120 人文 34 英米言語文化演習Ⅱ 大工原ちなみ 121 人文 35 英語学講読Ⅰ 奥村　譲 322 人文 38 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅱ（１） ヴォルフガング　ツォウベク 123 人文 40 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅱ（２） ヴォルフガング　ツォウベク 124 人文 44 フランス文化論 中島淑恵 125 人文 45 フランス言語文化講読 中島淑恵 126 人文 48 ロシア言語文化演習Ⅱ 中澤敦夫 427 人文 50 実践ロシア語演習Ⅱ カザケーヴィチ　マルガリータ 228 人文 51 実践ロシア語演習Ⅲ カザケーヴィチ　マルガリータ 129 人文 52 ロシア言語文化特殊講義Ⅱ カザケーヴィチ　マルガリータ 130 人文 53 ロシア文化論 カザケーヴィチ　マルガリータ 131 人文 56 博物館教育論 藤田　公仁子 154
平成２９年度　前学期　オープン・クラス受講科目集計
小　　　計
小　　　計
－ 62 －
1 人間 2 発達臨床心理学 近藤　龍彰 12 人間 4 臨床心理学 石津　憲一郎 13 人間 11 心理学 小林　真 24 人間 13 臨床発達心理学 小林　真 15 人間 15 肢体不自由児の心理・生理・病理 宮　一志 16 人間 26 平和学 池田　丈佑 17 人間 29 環境化学 片岡　弘 18 人間 32 全地球史 椚座　圭太郎 29 人間 39 国際政治学 池田　丈佑 210 人間 40 世界環境地理学 山根　拓 111 人間 44 環境歴史学 徳橋　曜 112 人間 46 世界システム概論 徳橋　曜 113 人間 47 ヨーロッパ地域史論 徳橋　曜 1161 経済 1 ミクロ経済学Ⅰ 堂谷　昌孝 12 経済 4 農業政策 酒井　富夫 13 経済 5 経済法 中出　孝典 14 経済 6 経済情報処理 唐渡　広志 15 経済 7 特殊講義　ロシア経済論 堀江　典生 26 経済 9 経営学入門 馬　駿 17 経済 10 環境経済学 龍　世祥 18 経済 11 経済史総論 大西　吉之 29 経済 13 管理会計論 森口　毅彦 110 経済 14 基礎数学A 横山　一憲 111 経済 18 地域社会学Ⅱ 高山　龍太郎 112 経済 20 金融機関論 本間　哲志 113 経済 25 民事訴訟法 岩本　学 114 経済 29 経営学特殊講義　ICTと未来社会を考える 岸本　壽生 1161 理 17 代数学特論Ｂ 山根　宏之 12 理 20 物理数学序論 桑井　智彦 13 理 21 電磁気学序論 榎本　勝成 14 理 22 物理数学Ｂ 栗本　猛 25 理 35 有機化学Ⅰ 宮澤　眞宏 16 理 36 化学熱力学Ⅱ 鈴木　炎 1
7 理 52 地球科学概論Ⅰ 大藤　茂、酒井　英男、青木一真 1
8 理 53 地球科学概論Ⅰ 松浦　知徳、石﨑　泰男、楠本成寿 29 理 61 海洋物理学 松浦　知徳 110 理 68 海洋科学 張　勁 211 理 70 環境保全化学 倉光　英樹 114
小　　　計
小　　　計
小　　　計
－ 63 －
1 工 6 アナログ電子回路１ 中島　一樹 12 工 12 電磁気学演習２ 伊藤　弘昭 13 工 20 電気回路演習２ 莅戸　立夫 14 工 26 生体情報処理 高松　衛 15 工 28 プログラミングⅠ 高松　衛 26 工 29 人工知能 参沢　匡将 17 工 48 細胞代謝学Ⅱ 佐山　三千雄 18 工 49 基礎化学 星野　一宏 19 工 62 生化学Ⅰ 中路　正 110 工 70 無機化学 會澤　宣一 111 工 80 特別講義（科学技術英語ライティング） 山崎　登志成 1121 経済 1 変容するグローバリズムと経営環境の変化 11111 芸術 6 日本美術史B 大熊　敏之 12 芸術 8 日本美術史A 三宮　千佳 13 芸術 9 中国の言語と文化 山田　眞一 54 芸術 12 地域と文化 島添　貴美子 25 芸術 13 工芸史 大熊　敏之 16 芸術 22 立体演習Ｂ 平田　昌輝 3131 教養（杉谷） 3 英語Va キタノ　アスカ 11148
小　　　計
小　　　計
小　　　計合　　　計
小　　　計
－ 64 －
学部 科目番号 授業科目名 担当教官 受講者1 教養 2 地球と環境 堀川　恵司 12 教養 4 音楽 大谷　多賀子 23 教養 8 ラテン語Ｂ４ 佐藤　真基子 24 教養 10 応用情報処理(HTML&CSS入門） 遠山　和大 15 教養 11 日本文学 朝木　敏子 56 教養 12 日本の歴史と社会 高橋　浩二 17 教養 14 日本文学 奥野　美友紀 18 教養 15 西洋の歴史と社会 大西　吉之 29 教養 16 産業と経済を学ぶ 王　大鵬 310 教養 19 現代と教育 藤田　公仁子 111 教養 20 東洋の歴史と社会 澤田　稔 112 教養 24 物理の世界 桑井　智彦 113 教養 27 健康･スポーツ論 堀田　朋基 114 教養 28 こころの科学 小林　真 115 教養 34 コンピュータの話 中島　一樹 1
16 教養 37 ロシア語Ｂ（４） ｶｻﾞｹｰｳﾞｨﾁ ﾏﾙｶﾞﾘｰﾀ ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞﾅ 1251 人文 6 人間学演習Ⅰ 田畑　真美 42 人文 9 言語学概論Ⅰ 呉人　惠 23 人文 10 言語学特殊講義Ｅ 樋野　幸男 14 人文 11 心理学特殊講義 黒川　光流 15 人文 13 日本史特殊講義 熊谷　隆之 56 人文 14 古文書学実習 熊谷　隆之 57 人文 16 西洋史概説Ⅱ 南　祐三 48 人文 19 国際関係論特殊講義 竹村　卓 29 人文 25 人文地理学概論 鈴木晃志郎 110 人文 26 文化人類学概論 藤本武 111 人文 27 国際文化概論 鈴木　信昭、齊藤　大紀、青木恭子 112 人文 28 外国語演習(中国語) 齊藤　大紀 113 人文 31 朝鮮語コミュニケーション(作文) 和田　とも美 114 人文 32 朝鮮言語文化講読 上保　敏 115 人文 33 朝鮮学入門 上保　敏、和田　とも美 116 人文 35 朝鮮語コミュニケーション(会話) 宋　有宰 317 人文 38 英米言語文化演習Ⅰ 奥村　譲 218 人文 41 英米言語文化演習Ⅱ 恒川　正巳 119 人文 43 英米言語文化演習Ⅱ 大工原　ちなみ 120 人文 51 ドイツ語コミュニケーション(会話)Ⅱ（１）ｳﾞｫﾙﾌｶﾞﾝｸﾞ ﾂｫｳﾍﾞｸ 121 人文 53 ドイツ語コミュニケーション(会話)Ⅱ（２）ｳﾞｫﾙﾌｶﾞﾝｸﾞ ﾂｫｳﾍﾞｸ 122 人文 61 ロシア言語文化演習Ⅱ 中澤　敦夫 423 人文 62 ロシア文学史 中澤　敦夫 246
平成２９年度　後学期　オープン・クラス受講科目集計
小　　　計
小　　　計
－ 65 －
人間 7 カウンセリング 石津　憲一郎 11 人間 10 地域交流活動論 隅　敦 12 人間 23 保育の心理学Ⅰ 小林　真 13 人間 24 家庭支援論 西館　有沙 14 人間 25 地域と健康 布村　忠弘 35 人間 27 スポーツ社会学 神野　賢治 16 人間 31 学校と健康 布村　忠弘 17 人間 35 環境科学入門 片岡　弘、林　衛 18 人間 39 地球表層変動学 椚座　圭太郎 29 人間 45 人間安全保障論 池田　丈佑 210 人間 49 組織マネージメント論 大坪　史尚 111 人間 50 日本文学研究法 西田谷　洋 1人間 54 基本統計 石川　秀明 1171 経済 3 特殊講義　地域経済統合論 王　大鵬 12 経済 4 現代資本主義論 大坂　洋 13 経済 11 経済学入門 中村　和之 14 経済 12 外国書講読Ⅱ 新里　泰孝 15 経済 13 証券市場論 本間　哲志 26 経済 22 特殊講義　企業分析論 森口　毅彦 27 経済 26 特殊講義　国際私法概説 岩本　学 18 経済 29 手形小切手法 増田　友樹 19 経済 31 刑事訴訟法 八百　章嘉 110 経済 32 特殊講義 Environmental Economics 山本　雅資 111 経済 33 特殊講義　キャリア･デザイン論 船橋　伸一 1131 理 10 代数学Ⅲ 木村　巌 12 理 20 物理数学Ａ 栗本　猛 13 理 21 力学Ｃ 柿崎　充 14 理 22 電磁気学Ａ 森脇　喜紀 35 理 23 電磁気学Ｂ 森脇　喜紀 36 理 29 電磁波物理学 小林　かおり 17 理 31 力学序論 桑井　智彦 18 理 47 基礎細胞遺伝学 岩坪　美兼 19 理 52 一般地質学 大藤　茂 110 理 53 地球内部物理学 渡邊　了 111 理 61 環境化学計測 倉光　英樹 115
小　　　計
小　　　計
小　　　計
－ 66 －
1 工 14 電気機器工学１ 大路　貴久 12 工 17 送配電工学２ 田中　和幸 13 工 24 電子回路Ⅰ 田端　俊英 14 工 28 プログラミングⅡ 酒井　充 15 工 46 基礎生理学 中村　真人 16 工 51 細胞生物学 篠原　寛明 17 工 53 英語コミュニケーション キタノ　アスカ 171 経済院 3 東アジアの経済開発特殊研究 金　奉吉 12 経済院 6 経営戦略論特殊研究 内田　康郎 121 理学院 1 代数学特論Ａ 山根　宏之 12 理学院 15 微生物生態学特論 田中　大祐 121 工学院 27 生命工学特別講義(実習英語演習) キタノ　アスカ 221 芸術 9 立体実習（木彫）１ 後藤　敏伸 22 芸術 20 比較美術史入門 大熊　敏之 33 芸術 21 西洋美術史A 松田　愛 14 芸術 23 東洋美術史料講読 三宮　千佳 15 芸術 25 異文化理解文献研究 山田　眞一 5121 教養（杉谷） 5 医療統計学 折笠　秀樹 11142小　　　計合　　　計
小　　　計
小　　　計
小　　　計
小　　　計
小　　　計
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富山大学と富山県立小杉高等学校との高大連携事業 
 １．概要 本学と小杉高等学校との高大連携事業の一環として、「富山大学と小杉高等学校との高大連携事業に関する覚書」に基づき、教養教育科目のうちオープン・クラスとして開講している授業に小杉高等学校からの生徒を受け入れている。  修了した生徒には、小杉高校から卒業単位１単位が認定される。  
 ２．平成２９年度受講状況  (１)開講曜日・時間：前学期 月曜日・５限（16:30-18:00） 
  (２)受講科目・受講者数：２科目１０名 
  科目名 担当教員 受講者数 修了者数 
1 自然と情報の数理 黒岡 武俊（工学部） 9  9
2 外国文学 佐藤 真基子（教養教育院） 1 1
合計 10 10
 過去修了者数 ・２２年度  ４科目  ８名     ・２３年度  ６科目 １２名   ・２６年度  ６科目 ２１名   ・２７年度  ５科目 １１名     ・２４年度  ２科目  ４名     ・２８年度  ４科目  ９名     ・２５年度  ３科目 １４名 
 ３．事後研修・発表会 日   時：平成２９年９月４日（月）１６：００～１７：００ 場   所：小杉高等学校視聴覚室 発 表 方 法：発表時間 １グループ７分 
                 パソコン・液晶プロジェクター・ＯＨＣ等使用 プログラム：１６：００～１６：０５ 開会の挨拶（松平校長） 
                 １６：０５～１６：４５ 発表（各受講生徒）          １６：４５～１６：５５ 講評（富山大学森口生涯学習部門長） 
                 １６：５０～１６：５５ 修了証受領（江成桃香） 
                 １６：５５～１７：００ 閉会の挨拶（藤井副校長） 
                 １７：００～           終了・事務連絡 
 
 
 
    
 
  ( )  16:30-18:00  
  ( )  
      
1    9  9
2   1 1
 10 10
 
                                                    
 
           
                  
  
                              
                   
                   
                             
1
2
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平成２９年度 北陸４大学連携まちなかセミナー実施状況 
 （富山大学） 
日  時 平成２９年１１月１８日（土）１３：３０～１６：３０  
会  場 富山駅前ＣｉＣビル３階 学習室 （富山市新富町 1-2-3） 
テ ー マ 「トランプ現象と現代政治事情：反グローバリズムと排外主義を考える 」 
講    演  
①「Populism or Trumpism? −アメリカはどこへ向かっているのか。−」   川西 俊吾（北陸先端科学技術大学院大学副学長(国際広報担当)・教授）②「反グローバリズムと排外主義：フランスの選挙から考える」 西村 茂（金沢大学人間社会研究域法学系・教授） ③「ドイツにおけるポピュリズム政党の台頭とその限界」 横井 正信（福井大学国際地域学部・教授） 
コーディネーター 青木 一益（富山大学経済学部経営法学科・教授）  
受講者数 ９９名（講師・関係者含む）：（昨年度１１２名） 
 （金沢大学 ） 
日  時 平成２９年１１月２３日（木）１３：３０～１６：３０ 
会  場 金沢大学サテライト・プラザ（金沢市西町三番丁１６番地） 
テ ー マ 高齢者の「いま」と「これから」 
講    演 
①「高齢者の社会参加と健康～『居場所』と『出番』のみつけ方～」 講師：福井大学医学部看護学科 准教授 米澤 洋美 ②「心を元気にする高齢者のファッション」 講師：富山大学人間発達学部人間環境システム学科 准教授 孫 珠煕③「介護されても自分らしく生きる技術」 講師：北陸先端科学技術大学院大学先端科学技術研究科 教授 藤波 努 ④「相続の『いま』と『これから』」 講師：金沢大学人間社会研究域法学系 准教授 宮本 誠子 
コーディネーター 金沢大学地域連携推進センター 副センター長 浅野 秀重 
受講者数 ４５名（講師・関係者含む）：（昨年度４０名） 
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（福井大学） 
日  時 平成２９年１１月１１日（土）14：00～16：30  
会  場 福井大学アカデミーホール（福井市文京 3-9-1） 
テ ー マ 「これからの和漢薬との付き合い方」 
講  演 
①「和漢薬の魅力再発見! ～西洋薬との違いと服用時の注意点～」 加藤 敦 （富山大学附属病院薬剤部 准教授・副薬剤部長） ②「自然の恩恵を医薬に活かす」 安藤 広和（金沢大学医薬保健研究域薬学系 助教） 
コーディネーター 藤井 豊 （福井大学医学部 教授） 
受講者数 ３６名（講師・関係者含む）：（昨年度６８名） 
 （北陸先端科学技術大学院大学） 
日  時 平成２９年１０月２１日（土）１４：００～１６：００ 
会  場 北陸先端科学技術大学院大学情報科学系講義棟大講義室 （石川県能美市旭台１－１） 
テ ー マ 生き方×働き方＝ハピネス～MAKE YOUR 能美モデル～ 
講    演  
地方都市という環境の中で、様々な形でワーク・ライフ・バランスを実践する個人をどのように支援できるかをパネルディスカッション形式で議論し、能美モデルのワーク・ライフ・バランスを提案する。 パネリスト：井出 敏朗 氏（能美市 市長）       佐野 幸穂 氏（（株）テレビ金沢 アナウンサー）       二ツ寺 政友 氏       （北陸先端科学技術大学院大学産学官連携推進センター 主任技術職員） コメンテーター：髙橋 涼子 氏（金沢大学人間社会研究域 教授） 
コーディネーター 敷田 麻実 氏 （北陸先端科学技術大学院大学先端科学技術研究科 教授） 
受講者数 ７４名（講師・関係者含む）：（昨年度８１名） 
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平成29年度北陸４大学連携まちなかセミナー（富山会場）アンケート結果
性別 人数 ％
男性 ?? ????
女性 ?? ????
無回答 ? ???
合計 ?? ???
年齢 人数 ％
10代 ? ???
20代 ? ???
30代 ? ???
40代 ? ???
50代 ? ???
60代 ?? ????
70代以上 ?? ????
無回答 ? ???
合計 ?? ???
職業 人数 ％
会社員 ? ????
自営業 ? ???
公務員 ? ???
主婦・主夫 ? ????
アルバイト・パート ? ???
学生 ? ???
無職・退職 ?? ????
その他 ? ???
合計 ?? ???
居住地 人数 ％
富山市 ?? ????
高岡市 ? ???
その他 ?? ????
無回答 ? ???
合計 ?? ???
67.2%
29.7%
3.1%
性別
男性
女性
無回答
1.6%
3.1%
3.1%
1.6%
9.4%
32.8%
46.9%
1.6%
年齢
10代
20代
30代
40代
50代
60代
70代以上
無回答
14.1% 6.3%
1.6%
10.9%
3.1%
3.1%
53.1%
7.8%
職業
会社員
自営業
公務員
主婦・主夫
アルバイト・パート
学生
無職・退職
その他
67.2%6.3%
21.9%
4.7%
居住地
富山市
高岡市
その他
無回答
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参加回数 人数 ％
初めて参加 ?? ????
１回受講した ?? ??
２回以上受講した ?? ????
合計 ?? ???
受講のきっかけ（複数回答） 人数 ％
友人・知人・家族の紹介 ? ???
職場等の紹介 ? ???
大学からの郵便物 ?? ????
富山大学のWebサイト ? ????
ポスター・チラシ ?? ????
その他 ? ???
受講の目的（複数回答） 人数 ％
知識・教養を深めたい ?? ????
仕事に役立てたい ? ???
興味・関心があるから ?? ????
余暇を充実させたい ? ????
大学の様子をよく知りたい ? ???
タイトルがおもしろそうだったから ?? ????
目的達成に役立ったか 人数 ％
役立った ?? ????
まあ役立った ?? ????
あまり役立たなかった ? ???
合計 ?? ???
32.8%
25.0%
42.2%
参加回数
初めて参加
１回受講した
２回以上受講した
1.6
3.1
56.3
14.1
39.1
4.7
0 20 40 60
友人・知人・家族の紹介
職場等の紹介
大学からの郵便物
富山大学のWebサイト
ポスター・チラシ
その他
受講のきっかけ （％）
65.6 
7.8 
78.1 
14.1 
7.8 
28.1 
0 20 40 60 80 100
知識・教養を深めたい
仕事に役立てたい
興味・関心があるから
余暇を充実させたい
大学の様子をよく知りたい
タイトルがおもしろそうだったから
受講の目的 （％）
51.6%45.3%
3.1%
目的達成に役立ったか
役立った
まあ役立った
あまり役立たなかった
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説明はわかりやすかったか 人数 ％
そう思う ?? ????
ややそう思う ?? ????
無回答 ? ???
合計 ?? ???
資料・映像はわかりやすかったか 人数 ％
そう思う ?? ????
ややそう思う ?? ????
ややそう思わない ? ???
無回答 ? ???
合計 ?? ???
レベルは適切だったか 人数 ％
そう思う ?? ????
ややそう思う ?? ????
ややそう思わない ? ???
無回答 ? ???
合計 ?? ???
満足度 人数 ％
満足している ?? ????
まあ満足している ?? ????
どちらともいえない ? ????
無回答 ? ???
合計 ?? ???
59.4%
37.5%
3.1%
説明はわかりやすかったか
そう思う
ややそう思う
無回答
26.6%
64.1%
3.1%
6.3%
資料・映像はわかりやすかったか
そう思う
ややそう思う
ややそう思わない
無回答
46.9%
43.8%
4.7%
4.7%
レベルは適切だったか
そう思う
ややそう思う
ややそう思わない
無回答
43.8%
43.8%
10.9%
1.6%
満足度
満足している
まあ満足している
どちらともいえない
無回答
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（10） 講演等の内容または資料についてご意見がありましたら、ご記入願います。 
 
・ カラー印刷の方が良いと思います。 
・ 後ろの方の席はスクリーンが見にくいので、投影内容と配付資料の内容が違わない方が
良いかと思います。 
・ 講師の方々も話し上手でわかりやすく、資料も読みやすく、よく理解できた。 
・ スクリーンと同じ資料を用意してほしかった（後方ではスクリーンがよく見えない）。 
・ 大変興味深いテーマで良かった。 
・ 色刷は、縮小版でもよいので望みます。 
・ １講演が 40 分という、かなり短い中での講義はかなり厳しい。内容がほぼ現状の報告
に特化してしまっていたような気がする。 
・ トランプのことをもう少し知りたい。ダメというのではなく経営者の知識をもっと知り
たかった（内容の充実）。 
・ 紙資料とスライド共に見せる工夫が足りない。机上ノートと異なる。文字を大きくして、
後ろまで見える大きさにする。 
・ 講演プログラムが３つあるが、40では、講師も急ぐ必要があり、現象の羅列になり、良
く伝わらなかった。 
・ 「ドイツ・・・」の資料がもう少し多いとよかった。ＥＵも大きな問題を抱えているん
ですね。 
・ 「アメリカはどこへ向かっているのか？」の資料は、問題提起がはっきりしており、す
ぐ返答に向かっていましたので、現代アメリカが容易に理解できました。 
・ 大人の再教育と位置づけてほしい。 
・ 日本との関係性をもっと深く話してほしい。 
・ 日本を取り巻く米国、アジア、欧州の現実はテレビ、新聞だけでは知り得ないので、グ
ローバルに知りたかったので、現状が知れて良かった。 
・ もう少しボリュームがほしい。 
・ 聞き慣れない言葉も有り（私の不勉強のため）、レベルの高さを感じました。が、今後
のニュースの見方が変わると思います。 
・ 基礎知識が豊富な方ではありませんが、先生方の説明が大変わかりやすく助かりました。
受講前よりも国際的な政治学にも興味を持てるようになりました。 
・ 図、表でみづらいものがあった。区に特有の事情、歴史的な背景が理解でき、興味深か
った。投票行動分析も面白かった。日本では成り立たないのではとも思った。 
・ 横井先生のペーパーとパワーポイントの資料をあわせてほしかったです。 
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・ ポピュリズムは正しくないから公民の為にというが人類は進歩していないから一時休
止するも可と思います。文化の破壊がどういう方向に行くか知りたい。米国は白人社会
からスラブ（露）南欧、メキシコが主導権を握るか SWAP がどうなるか、オバマで流れ
が変わるか。欧はギリシャに引っ張られる必要は無い。昔のギ人とは別の人種だ。 
・ スクリーンが見えにくかった。階段教室が良かった。 
・ わかりやすい資料でした。講演内容に沿ったもので。どの講演も関心を深める興味深い
内容でした。 
・ 時間が足りなくて内容が表面的になってしまうのが残念です。 
・ 三講演とも分かりやすい資料であった。 
・ たいへん勉強になりました。もっともっと勉強すべきと思います。 
・ アメリカのトランプ政権についてはわかりやすかったが、フランスでの政治状況はわか
ったがグローバリズムについて説明不足。 
・ 資料はカラーが望ましい。文字が小さい。 
 
 
（11） 今後本学が行うまちなかセミナーで、取り上げてほしい内容についてご記入願いま
す。 
 
・ 経済問題の動向を混ぜながらの講義がほしい。特にトランプ大統領時代経済はそれなり
に順調に推移しているが、政権交代後に訪れるアメリカ経済と日本経済に対する影響は
いかに？ 
・ 美術 
・ 本日の如き、国内外における政治、経済、社会（文化・思想）の現状や今後の見通し等
のご講義を拝聴したい。 
・ 社会保障：20〜40歳代の将来はどうなるか。見通し予測。環境問題：温暖化防止、食品
ロス削減、リサイクルの状況。安全保障：日本の自衛力、攻撃力の比較。工業生産違反：
日産、神鋼などの不正はなぜ行われたのか、なぜ早く発見できなかったのか。 
・ 総選挙後の安倍政権の将来と改憲への取り組み。 
・ 日銀の政策は、まだ黒田総裁による方向と日本経済の進路と結果どうなるのか。 
・ 今回の総選挙の反省や問題点。 
・ 日本の政策について、特に安倍の政治について。トランプに近づき過ぎて危ない。武器
を買うようすすめられている。 
・ 今回のように社会学系、「現代社会」の講座をお願いします。 
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・ 米騒動、富山藩と高岡加賀直轄地。 
・ 社会情勢（世界も含む）と連動した研究内容。 
・ 世界的視点から見た北陸地域の科学、経済、文化（異文化も含む）。 
・ 異次元の金融緩和をどう出口をみつけてソフトランディングするのか、日本の財政の将
来への不安など。 
・ 新自由主義、グローバリズムとトランプ政権の行方。安倍の閣議決定と議会の限界。 
・ 東アジア（中国、韓国、北朝鮮、台湾）と日本。 
・ 政治、経済の他、社会現象や人間の変化も知りたいです。 
・ 高齢化や認知症を含めた福祉の充実。 
・ 日本の歴史、近・現代。 
・ 介護予防、高齢化社会に対する一般人への啓発講演。 
 
 
（12） その他、ご意見・ご要望等がございましたら、ご記入願います。 
 
・ まちなかセミナーは次回からは国際会議場 or 教育文化会館ホール、市民プラザホール
等を利用され、受講生をもっと募ったら如何？ 
・ 講師が薦める本等があれば教えて頂きたいと思います。 
・ 講義時間は 40 分と決まっているから「時間がない！」は言う必要はない。その時間は
説明に使う方がよい。 
・ ピンマイクを使用できるようにして、講師の自由度を上げる。 
・ 知らないことや疑問に思っていたことがよくわかりました。ありがとうございました。
まだまだ複雑で分からないこともありますが、これからニュース等を聞く時に、参考に
できると思います。 
・ 「アイ・キャン」と世界・日本について、核問題について。 
・ 川西先生がとてもわかりよかった。将来が楽しい未来を描けるような国になってほしい
です。若い人たちが元気になれるような。 
・ アメリカ、フランス、ドイツの選挙の現象を、くわしく説明していただき、とても新し
い感覚を呼びさまされたようで感激致しました。 
・ 本当に素晴らしい先生方のお話をお聞きすることができて良い時間を過ごすことがで
きました。ご準備いただいた方々、先生方に感謝しております。 
・ たいへんよい内容でした。ありがとうございました。金沢からきた甲斐がありました。 
・ マイクの音、反響して聞きづらかった。 
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・ 映画、音楽、等の中から読み解く？ 興味あるところから。マスメディアにおける大衆
との問題も知りたいです。 
・ 氷見市（他市）でも行ってほしい。氷見市のイベント・行事に合わせて実施。市役所、
商工会議所等と連携。 
・ 現状のデータ解析・説明ではなく、仮説でいいから、今現在抱えているポピュリズム化
が公衆の願いとは離れて、現実に政治的マジョリティになったとき、ヨーロッパ（ＥＵ）
はどうなるのか。アメリカはどうなっていくのかを知りたかった。川西先生のお話は、
その点では、私には満足のいく内容でした。 
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平成30年3月31日現在
回 実　施　日 所属 講　師 タ　イ　ト　ル 参加人数
1 平成29年5月13日（土） 大学院理工学研究部（工学） 黒澤　信幸 「放射線・放射能と生物」 86
2 平成29年6月10日（土） 芸術文化学部 三船   温尚 「青銅器に書きのこした漢字 ―中国３千年前の鋳造のスゴワザ―　」 59
3 平成29年7月1日（土） 大学院医学薬学研究部（医学） 足立   雄一 「アレルギーの根本治療：免疫療法とは」 84
4 平成29年9月9日（土） 人文学部 赤尾 千波 「映画でひもとくアメリカ文化―Star Wars を中心にー」 76
5 平成29年10月7日（土） 大学院医学薬学研究部（薬学）    安東 　嗣修　
 「シャンプーや台所洗剤等に含まれる界面活性剤によって起こる痒みの発生メカニズム―痒み研究最前線―」 91
6 平成29年11月4日（土） 人間発達科学部 孫 　珠熙 「地域活性化につなげる集団の装い」 36
7 平成29年12月16日（土） 大学院理工学研究部（理学）    宮澤　眞宏 「ビタミンの化学—なぜ効くの。サプリメントのウソ、ホント」 102
8 平成30年3月3日（土） 経済学部 上東　正和 「企業経営と財務分析」 35
受講者数合計 569
平均受講者数 71.1
平成２９年度サテライト講座実施結果
－ 81 －
H29年度サテライト講座アンケート結果
Q1性別 人数 ％
男性 ??? ????
女性 ??? ????
無回答 ?? ???
合計 ??? ?????
Q1年齢 人数 ％
10代 ? ???
20代 ? ???
30代 ? ???
40代 ?? ???
50代 ?? ???
60代 ??? ????
70代以上 ??? ????
無回答 ? ???
合計 ??? ?????
Q1職業 人数 ％
会社員 ?? ???
自営業 ?? ???
公務員 ? ???
主婦・主夫 ??? ????
アルバイト・パート ?? ????
学生 ? ???
無職・退職 ??? ????
その他 ?? ???
無回答 ?? ???
合計 ??? ?????
Q1最終学歴 人数 ％
義務教育卒 ?? ???
高校卒 ??? ????
専門学校卒 ?? ????
短大・高専卒 ?? ????
大学卒 ??? ????
大学院卒 ?? ???
その他 ? ???
無回答 ?? ???
合計 ??? ?????
Q1居住地 人数 ％
富山市 ??? ????
高岡市 ?? ???
その他 ?? ????
無回答 ?? ????
合計 ??? ?????
50.9%46.2%
2.9% 性別
男性
女性
無回答
1.4%
1.6% 3.5%
7.4%
36.7%
47.6%
1.2%
年齢
10代
20代
30代
40代
50代
60代
70代以上
無回答
9.9%
4.9%
22.5%
11.1%1.0%
42.1%
5.2%
2.9% 職業 会社員
自営業
公務員
主婦・主夫
アルバイト・パート
学生
無職・退職
その他
無回答
2.3%
35.1%
10.1%16.1%
28.9%
4.7%
2.5% 最終学歴 義務教育卒
高校卒
専門学校卒
短大・高専卒
大学卒
大学院卒
その他
無回答
66.0%4.9%
18.8%
10.3%
居住地
富山市
高岡市
その他
無回答
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H29年度サテライト講座アンケート結果
Q2受講回数 人数 ％
初めて受講 ?? ????
2-5回 ??? ????
6-10回 ??? ????
11回以上 ??? ????
無回答 ? ???
合計 ??? ?????
Q3講座を知ったきっかけ 人数 ％
友人・知人・家族の紹介 ?? ????
職場等の紹介 ? ???
大学からの郵便物 ??? ????
富山大学のWebサイト ?? ???
富山大学のfacebook ? ???
ポスター・チラシ ??? ????
その他 ?? ???
Q4受講目的 人数 ％
知識・教養を深めたい ??? ????
専門知識・技術を習得したい ?? ????
仕事に役立てたい ?? ???
余暇を充実させたい ??? ????
交友関係を広めたい ? ???
大学の様子をよく知りたい ?? ???
その他 ?? ???
Q5目的達成のために役立ったか 人数 ％
役立った ??? ????
まぁ役立った ??? ????
どちらとも言えない ?? ????
あまり役立たなかった ? ???
役立たなかった ? ???
無回答 ?? ???
合計 ??? ?????
Q6難易度 人数 ％
易しかった ?? ???
やや易しかった ?? ????
ちょうどよい ??? ????
やや難しかった ?? ????
難しかった ?? ???
無回答 ?? ???
合計 ??? ?????
13.4%
38.6%
25.8%
21.6%
0.6%
受講回数
初めて受講
2-5回
6-10回
11回以上
無回答
39.0%
43.3%
11.8%
1.6%
3.9%
目的達成に役立ったか
役立った
まぁ役立った
どちらとも言えない
あまり役立たなかった
役立たなかった
無回答
7.0%
10.9%
50.5%
19.8%
3.5%
8.2%
難易度
易しかった
やや易しかった
ちょうどよい
やや難しかった
難しかった
無回答
81.0 
13.0 
5.6 
40.6 
1.4 
4.3 
7.4 
0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
知識・教養を深めたい
専門知識・技術を習得したい
仕事に役立てたい
余暇を充実させたい
交友関係を広めたい
大学の様子をよく知りたい
その他
受講目的
(%)
（％）
10.1 
0.4 
64.7 
5.4 
1.4 
49.3 
3.7 
0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
友人・知人・家族の紹介
職場等の紹介
大学からの郵便物
富山大学のWebサイト
富山大学のfacebook
ポスター・チラシ
その他
講座を知ったきっかけ
(%)
（％）
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H29年度サテライト講座アンケート結果
Q7サテライト講座の良い点 人数 ％
講座内容の質が高く、充実してい
る ??? ????
専門性の高い講座を実施している ??? ????
講座の種類が豊富である ??? ????
他では実施していない講座がある ??? ????
大学の先生や専門家が教えてくれ
る ??? ????
先生が熱心・丁寧に教えてくれる ??? ????
職員・スタッフの対応が良い ??? ????
利用案内等の情報提供が充実して
いる ?? ????
受講しやすい開講日・時間となって
いる ??? ????
立地・交通利便性が良い ??? ????
静かな雰囲気で勉強できる ??? ????
施設が快適、充実している ?? ????
人間関係を築ける ?? ???
色々な職種や世代の人と一緒に学
習できる ?? ????
その他 ?? ???
Q8サテライト講座に期待する点 人数 ％
講座内容の質が高く、充実してい
る ??? ????
専門性の高い講座を実施している ??? ????
講座の種類が豊富である ??? ????
他では実施していない講座がある ??? ????
大学の先生や専門家が教えてくれ
る ??? ????
先生が熱心・丁寧に教えてくれる ??? ????
職員・スタッフの対応が良い ??? ????
利用案内等の情報提供が充実して
いる ?? ????
受講しやすい開講日・時間となって
いる ??? ????
立地・交通利便性が良い ??? ????
静かな雰囲気で勉強できる ?? ????
施設が快適、充実している ?? ????
人間関係を築ける ?? ???
色々な職種や世代の人と一緒に学
習できる ?? ????
その他 ?? ???
30.5 
30.1 
32.2 
23.7 
35.7 
31.1 
44.3 
15.9 
53.0 
74.2 
24.1 
10.3 
6.8 
20.4 
3.5 
0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
講座内容の質が高く、充実している
専門性の高い講座を実施している
講座の種類が豊富である
他では実施していない講座がある
大学の先生や専門家が教えてくれる
先生が熱心・丁寧に教えてくれる
職員・スタッフの対応が良い
利用案内等の情報提供が充実している
受講しやすい開講日・時間となっている
立地・交通利便性が良い
静かな雰囲気で勉強できる
施設が快適、充実している
人間関係を築ける
色々な職種や世代の人と一緒に学習で…
その他
サテライト講座の良い点
(%)
（％）
32.6 
25.4 
44.3 
27.2 
32.0 
24.7 
31.8 
18.1 
48.0 
64.7 
18.8 
10.1 
4.3 
15.3 
4.1 
0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0
講座内容の質が高く、充実している
専門性の高い講座を実施している
講座の種類が豊富である
他では実施していない講座がある
大学の先生や専門家が教えてくれる
先生が熱心・丁寧に教えてくれる
職員・スタッフの対応が良い
利用案内等の情報提供が充実している
受講しやすい開講日・時間となっている
立地・交通利便性が良い
静かな雰囲気で勉強できる
施設が快適、充実している
人間関係を築ける
色々な職種や世代の人と一緒に学習できる
その他
サテライト講座に期待する点
(%)
（％）
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H29年度サテライト講座アンケート結果
Q9今回のサテライト講座への満足
度
人数 ％
満足している ??? ????
まぁ満足している ??? ????
どちらとも言えない ?? ???
あまり満足していない ?? ???
満足していない ? ???
無回答 ?? ???
合計 ??? ?????
Q10富山大学公開講座について 人数 ％
受講したことがある ??? ????
受講してみたい ?? ????
知ってはいた ??? ????
知らない ?? ???
無回答 ?? ????
合計 ??? ?????
Q10オープンクラスについて 人数 ％
受講したことがある ?? ????
受講してみたい ??? ????
知ってはいた ??? ????
知らない ?? ????
無回答 ?? ????
合計 ??? ?????
Q10市民講座について 人数 ％
受講したことがある ??? ????
受講してみたい ??? ????
知ってはいた ?? ????
知らない ?? ????
無回答 ?? ????
合計 ??? ?????
Q10まちなかセミナー 人数 ％
受講したことがある ??? ????
受講してみたい ?? ????
知ってはいた ?? ????
知らない ?? ????
無回答 ?? ????
合計 ??? ???
34.6%
44.5%
7.4%
2.1% 1.6%
9.7%
サテライト講座への満足度
満足している
まぁ満足している
どちらとも言えない
あまり満足していない
満足していない
無回答
42.1%
17.3%
23.3%
6.0%
11.3%
公開講座について
受講したことがある
受講してみたい
知ってはいた
知らない
無回答
14.6%
24.3%
29.1%
12.4%
19.6%
オープンクラスについて
受講したことがある
受講してみたい
知ってはいた
知らない
無回答
32.8%
22.5%
16.3%
16.3%
12.2%
市民講座について
受講したことがある
受講してみたい
知ってはいた
知らない
無回答
29.5%
22.8%15.8%
18.2%
13.7%
まちなかセミナーについて
受講したことがある
受講してみたい
知ってはいた
知らない
無回答
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富山大学生涯学習ワークショップ2017 
参加
無料 
日時 
会場 
2017年12月17日（日） 
13：30～16：00 
富山駅前ＣｉＣビル３Ｆ学習室 
富
山
で
も
は
起
こ
り
得
ま
す 
?
?
?
そ
の
時
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？ 
災害について学び、考え、実り 
ある語り合いを展開しましょう。 
○お問い合わせ 
富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 
電話：076‐445‐6956? ＦＡＸ：076‐445‐6033 
E‐mail：lifelong@ctg.u-toyama.ac.jp 
●第１部? 話題提供 
「我が国の防災事情、 
? ? ? ? ? 富山で起こりうる災害、 
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? 我々（市民）が準備しておくこと」 
講師? 富山大学大学院理工学研究部（工学）? ?  
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? 教授? 原? 隆史 
 
●第２部? ワークショップ 
＊意外と遠い「居間から玄関まで」の距離。 
＊「いざ」というとき本当に動けますか？ 
＊話し合いや避難訓練をしていますか？ 
 
・・・などについて、グループワークで考えます。 
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≪会場≫? 富山駅前ＣｉＣビル３Ｆ? 学習室?
≪申込み方法≫?
? ご参加いただける方は、以下の参加申込書に必要事項をご記入の上、メール、???、?
郵送又は窓口にてお申し込みください。?
? ? ■参加対象：一般市民、どなたでもご参加できます。?
? ? ?■定員：４０名?
? ? ?■申込み締切：??月??日（水）?
? ? ?≪申込み・問合せ先≫?
? 富山大学? 地域連携推進機構? 生涯学習部門? （社会貢献課）?
? 〒????????? 富山県富山市五福?????
? ???：????????????? ?
? ???：????????????? ?
? ??? ：????????＠???? ???????? ??????
富山大学生涯学習ワークショップ2017参加申込書 
ふりがな   
性 
別 
男 ・ 女 
年 
齢 
  
氏名   
住? 所 
〒 
  
T E L 
  
  
メール 
アドレス 
  
  
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー?
※ご記入いただいた個人情報は、本事業以外に使用しません。?
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■実施日 2017 年 12 月 17 日（土）、参加者数 35 名、５グループ編成でグループワークを進行  ■アンケート結果から 
・ 今まであまり考えてなかったけど、十分考えて行動しなければいけないと思った。町内等、家族、地区等、老若男女等。 
・ 想像よりも若い方の防災知識、および意識が高い。これからの防災意識の高揚に期待します。 
・ 人が集まればやはり自分の気づかない意見が出る。 
・ 防災士の方が参加されたので、意識向上の必要性を感じた。自分の身は自分で守れるよう努力します。 
・ 理屈の上だけではなく、参加者皆さんの生活の実態をふまえて災害をとらえる必要があること。 
・ ワークショップの手法を町内会防災活動に活かしたい。 
・ こういった話し合いの場で考えたこと、学んだことをまわりに伝えることが防災意識を高めることにつながるだろうと思いました。 
・ 今回のようなことをコツコツと続けていくこと。ひとりでも多くの人が参加すること。 
・ 仕事ざかりの人が一番意識が低いのかもしれない。老齢者は老人会等、子どもたちは学校での訓練等がある。壮年層が一番たよりないのかも。 
・ 富山県は「安全」神話がまかり通り防災に対することに関心が薄い。このようなワークショップを通して「防災」活動を高めたい。  
・      
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「富山大学の研究を５時間で学ぶ」参加申込書
ふりがな 性
　 別
男 ・ 女
年齢
氏　 名
住　 所
〒
T E L メ ー ルアドレス
受講講座
受講を希望される回に　を付けてください。
【受付期限】
３月 15 日（木） ３月 ７ 日（水）
３月 22 日（木） ３月 14 日（水）
３月 29 日（木） ３月 22 日（木）
※ネット配信での受講希望の方の申込みは不要です。
※ご記入いただいた個人情報は，今後，地域連携推進機構生涯学習部門において実施する講座案内等の送付のみに使用し，
その他の目的では使用いたしません。
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富山大学市民講座２０１７「子供の健康を守る」アンケート結果（全体）
開催回 受講者数 回収数 回収率
第１回 53 48 90.6%
第２回 126 92 73.0%
第３回 70 56 80.0%
計 249 196 78.7%
性別 第１回 第２回 第３回 計（人） 構成比
男性 7 10 7 24 12%
女性 37 77 47 161 82%
無回答 4 5 2 11 6%
計 48 92 56 196
年齢 第１回 第２回 第３回 計（人） 構成比
１０代 0 2 1 3 2%
２０代 5 3 4 12 6%
３０代 4 11 5 20 10%
４０代 7 23 8 38 19%
５０代 13 21 16 50 26%
６０代 12 21 13 46 23%
７０代以上 6 9 7 22 11%
無回答 1 2 2 5 3%
計 48 92 56 196
職業 第１回 第２回 第３回 計（人） 構成比
会社員 6 13 10 29 15%
自営業 1 4 5 3%
公務員 14 16 8 38 19%
主婦／主夫 5 13 5 23 12%
アルバイト／パート 6 22 15 43 22%
学生 2 3 3 8 4%
無職／退職 8 9 6 23 12%
その他 5 10 8 23 12%
無回答 1 2 1 4 2%
計 48 92 56 196
居住地 第１回 第２回 第３回 計（人） 構成比
富山市 23 35 25 83 42%
高岡市 5 13 7 25 13%
その他市町村又は県外 15 30 19 64 33%
無回答 5 14 5 24 12%
計 48 92 56 196
12% 
82% 
6% 性別 
男性 
女性 
無回答 
42% 
13% 
33% 
12% 居住地 
富山市 
高岡市 
その他市町村又は県外 
無回答 
2% 
6% 
10% 
19% 
26% 
23% 
11% 
3% 
0% 10% 20% 30%
１０代 
２０代 
３０代 
４０代 
５０代 
６０代 
７０代以上 
無回答 
年齢 
15% 
3% 
19% 
12% 
22% 
4% 
12% 
12% 
2% 
0% 5% 10% 15% 20% 25%
会社員 
自営業 
公務員 
主婦／主夫 
アルバイト／パート 
学生 
無職／退職 
その他 
無回答 
職業 
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富山大学市民講座２０１７「子供の健康を守る」アンケート結果（全体）
どのように知ったか（複数回答可） 第１回 第２回 第３回 計（人） 構成比
新聞記事 12 42 17 71 31%
大学からの郵便物 18 13 13 44 19%
知人を通じて 3 11 18 32 14%
ポスター・チラシ 14 20 16 50 22%
富山大学のWebサイト 3 6 6 15 7%
その他 3 8 4 15 7%
計 53 100 74 227
内容はわかりやすかった 第1回 第2回 第3回 計（人） 構成比
講演１ 講演２ 講演１ 講演２ 講演１ 講演２
そう思う 46 46 80 77 56 56 361 92%
どちらともいえない 2 1 9 10 0 0 22 6%
そう思わない 0 0 0 0 0 0 0 0%
無回答 0 1 3 5 9 2%
計 48 48 92 92 56 56 392
内容に興味を持った 第1回 第2回 第3回 計（人） 構成比
講演１ 講演２ 講演１ 講演２ 講演１ 講演２
そう思う 45 43 81 85 52 56 362 92%
どちらともいえない 3 3 8 3 4 0 21 5%
そう思わない 0 0 0 0 0 0 0 0%
無回答 0 2 3 4 0 0 9 2%
計 48 48 92 92 56 56 392
92% 
6% 2% 
内容がわかりやすかった 
そう思う 
どちらともいえない 
そう思わない 
無回答 
92% 
5% 
2% 
内容に興味を持った 
そう思う 
どちらともいえない 
そう思わない 
無回答 
31% 
19% 
14% 
22% 
7% 
7% 
0% 10% 20% 30% 40%
新聞記事 
大学からの郵便物 
知人を通じて 
ポスター・チラシ 
富山大学のWebサイト 
その他 
受講のきっかけ 
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富山大学市民講座２０１７「子供の健康を守る」アンケート結果（第１回）
性別 計(人) 構成比
男性 7 15%
女性 37 77%
無回答 4 8%
計 48
年齢 計(人) 構成比
１０代 0 0%
２０代 5 10%
３０代 4 8%
４０代 7 15%
５０代 13 27%
６０代 12 25%
７０代以上 6 13%
無回答 1 2%
計 48
職業 計(人) 構成比
会社員 6 13%
自営業 1 2%
公務員 14 29%
主婦／主夫 5 10%
アルバイト／パート 6 13%
学生 2 4%
無職／退職 8 17%
その他 5 10%
無回答 1 2%
計 48
居住地 計(人) 構成比
富山市 23 48%
高岡市 5 10%
その他市町村又は県外 15 31%
無回答 5 10%
計 48
15% 
77% 
8% 性別 
男性 
女性 
無回答 
0% 
10% 
8% 
15% 
27% 
25% 
13% 
2% 
１０代 
２０代 
３０代 
４０代 
５０代 
６０代 
７０代以上 
無回答 
0% 10% 20% 30%
年齢 
13% 
2% 
29% 
10% 
13% 
4% 
17% 
10% 
2% 
会社員 
自営業 
公務員 
主婦／主夫 
アルバイト／パート 
学生 
無職／退職 
その他 
無回答 
0% 10% 20% 30% 40%
職業 
48% 
11% 
31% 
10% 居住地 
富山市 
高岡市 
その他市町村又は県
外 
無回答 
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富山大学市民講座２０１７「子供の健康を守る」アンケート結果（第１回）
受講のきっかけ（複数回答可） 計(人) 構成比
新聞記事 12 23%
大学からの郵便物 18 34%
知人を通じて 3 6%
ポスター・チラシ 14 26%
富山大学のWebサイト 3 6%
その他 3 6%
計 53
講演１について
内容がわかりやすかった 計(人) 構成比
そう思う 46 96%
どちらともいえない 2 4%
そう思わない 0 0%
無回答 0 0%
計 48
内容に興味を持った 計(人) 構成比
そう思う 45 94%
どちらともいえない 3 6%
そう思わない 0 0%
無回答 0 0%
計 48
講演２について
内容がわかりやすかった 計(人) 構成比
そう思う 46 96%
どちらともいえない 1 2%
そう思わない 0 0%
無回答 1 2%
計 48
内容に興味を持った 計(人) 構成比
そう思う 43 90%
どちらともいえない 3 6%
そう思わない 0 0%
無回答 2 4%
計 48
22% 
34% 
6% 
26% 
6% 6% 
受講のきっかけ 
新聞記事 
大学からの郵便物 
知人を通じて 
ポスター・チラシ 
富山大学のWebサ
イト 
その他 
96% 
4% 0% 
内容がわかりやすかった 
そう思う 
どちらともいえない 
そう思わない 
無回答 
講演１ 
94% 
6% 内容に興味を持った 
そう思う 
どちらともいえない 
そう思わない 
無回答 
96% 
2% 
2% 
内容がわかりやすかった 
そう思う 
どちらともいえない 
そう思わない 
無回答 
講演２ 
90% 
6% 
4% 内容に興味を持った 
そう思う 
どちらともいえない 
そう思わない 
無回答 
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富山大学市民講座２０１７「子供の健康を守る」アンケート結果（第２回）
性別 計(人) 構成比
男性 10 11%
女性 77 84%
無回答 5 5%
計 92
年齢 計(人) 構成比
１０代 2 2%
２０代 3 3%
３０代 11 12%
４０代 23 25%
５０代 21 23%
６０代 21 23%
７０代以上 9 10%
無回答 2 2%
計 92
職業 計(人) 構成比
会社員 13 14%
自営業 4 4%
公務員 16 17%
主婦／主夫 13 14%
アルバイト／パート 22 24%
学生 3 3%
無職／退職 9 10%
その他 10 11%
無回答 2 2%
計 92
居住地 計(人) 構成比
富山市 35 38%
高岡市 13 14%
その他市町村又は県外 30 33%
無回答 14 15%
計 92
11% 
84% 
5% 性別 
男性 
女性 
無回答 
2% 
3% 
12% 
25% 
23% 
23% 
10% 
2% 
１０代 
２０代 
３０代 
４０代 
５０代 
６０代 
７０代以上 
無回答 
0% 10% 20% 30%
年齢 
14% 
4% 
17% 
14% 
24% 
3% 
10% 
11% 
2% 
会社員 
自営業 
公務員 
主婦／主夫 
アルバイト／パート 
学生 
無職／退職 
その他 
無回答 
0% 10% 20% 30%
職業 
38% 
14% 
33% 
15% 
居住地 
富山市 
高岡市 
その他市町村又は
県外 
無回答 
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富山大学市民講座２０１７「子供の健康を守る」アンケート結果（第２回）
受講のきっかけ（複数回答可） 計(人) 構成比
新聞記事 42 42%
大学からの郵便物 13 13%
知人を通じて 11 11%
ポスター・チラシ 20 20%
富山大学のWebサイト 6 6%
その他 8 8%
計 100
講演１について
内容がわかりやすかった 計(人) 構成比
そう思う 80 87%
どちらともいえない 9 10%
そう思わない 0 0%
無回答 3 3%
計 92
内容に興味を持った 計(人) 構成比
そう思う 81 88%
どちらともいえない 8 9%
そう思わない 0 0%
無回答 3 3%
計 92
講演２について
内容がわかりやすかった 計(人) 構成比
そう思う 77 84%
どちらともいえない 10 11%
そう思わない 0 0%
無回答 5 5%
計 92
内容に興味を持った 計(人) 構成比
そう思う 85 92%
どちらともいえない 3 3%
そう思わない 0 0%
無回答 4 4%
計 92
42% 
13% 11% 
20% 
6% 
8% 受講のきっかけ 新聞記事 
大学からの郵便物 
知人を通じて 
ポスター・チラシ 
富山大学のWebサ
イト 
その他 
87% 
10% 3% 
内容がわかりやすかった 
そう思う 
どちらともいえない 
そう思わない 
無回答 
講演１ 
88% 
9% 
3% 内容に興味を持った 
そう思う 
どちらともいえない 
そう思わない 
無回答 
84% 
11% 
5% 
内容がわかりやすかった 
そう思う 
どちらともいえない 
そう思わない 
無回答 
講演２ 
92% 
3% 
4% 内容に興味を持った 
そう思う 
どちらともいえない 
そう思わない 
無回答 
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富山大学市民講座２０１７「子供の健康を守る」アンケート結果（第３回）
性別 計(人) 構成比
男性 7 12%
女性 47 84%
無回答 2 4%
計 56
年齢 計(人) 構成比
１０代 1 2%
２０代 4 7%
３０代 5 9%
４０代 8 14%
５０代 16 29%
６０代 13 23%
７０代以上 7 13%
無回答 2 4%
計 56
職業 計(人) 構成比
会社員 10 18%
自営業 0%
公務員 8 14%
主婦／主夫 5 9%
アルバイト／パート 15 27%
学生 3 5%
無職／退職 6 11%
その他 8 14%
無回答 1 2%
計 56
居住地 計(人) 構成比
富山市 25 45%
高岡市 7 13%
その他市町村又は県外 19 34%
無回答 5 9%
計 56
12% 
84% 
4% 性別 
男性 
女性 
無回答 
2% 
7% 
9% 
14% 
29% 
23% 
13% 
4% 
１０代 
２０代 
３０代 
４０代 
５０代 
６０代 
７０代以上 
無回答 
0% 10% 20% 30%
年齢 
18% 
0% 
14% 
9% 
27% 
5% 
11% 
14% 
2% 
会社員 
自営業 
公務員 
主婦／主夫 
アルバイト／パート 
学生 
無職／退職 
その他 
無回答 
0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%
職業 
45% 
12% 
34% 
9% 居住地 
富山市 
高岡市 
その他市町村又は
県外 
無回答 
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富山大学市民講座２０１７「子供の健康を守る」アンケート結果（第３回）
受講のきっかけ（複数回答可） 計(人) 構成比
新聞記事 17 23%
大学からの郵便物 13 18%
知人を通じて 18 24%
ポスター・チラシ 16 22%
富山大学のWebサイト 6 8%
その他 4 5%
計 74
講演１について
内容がわかりやすかった 計(人) 構成比
そう思う 56 100%
どちらともいえない 0 0%
そう思わない 0 0%
無回答 0 0%
計 56
内容に興味を持った 計(人) 構成比
そう思う 52 93%
どちらともいえない 4 7%
そう思わない 0 0%
無回答 0 0%
計 56
講演２について
内容がわかりやすかった 計(人) 構成比
そう思う 56 100%
どちらともいえない 0 0%
そう思わない 0 0%
無回答 0 0%
計 56
内容に興味を持った 計(人) 構成比
そう思う 56 100%
どちらともいえない 0 0%
そう思わない 0 0%
無回答 0 0%
計 56
23% 
18% 
24% 
22% 
8% 5% 
受講のきっかけ 
新聞記事 
大学からの郵便物 
知人を通じて 
ポスター・チラシ 
富山大学のWebサ
イト 
その他 
100% 
0% 内容がわかりやすかった 
そう思う 
どちらともいえない 
そう思わない 
無回答 
講演１ 
93% 
7% 内容に興味を持った 
そう思う 
どちらともいえない 
そう思わない 
無回答 
100% 
内容がわかりやすかった 
そう思う 
どちらともいえない 
そう思わない 
無回答 
講演２ 
100% 
内容に興味を持った 
そう思う 
どちらともいえない 
そう思わない 
無回答 
－ 100 －
市民講座 2017 アンケートより取り上げてほしい内容まとめ 
【健康関連】 
 うつ・心の病気について 
 痴呆がはいってきた家族への対応 
 予防歯科，歯と口の健康 
 視力低下について 
 ガンについて 
 認知症の対応，県を挙げて取り組んでいる高齢者への対応 
 遺伝 
 花粉症・鼻炎 
 食事や栄養 
 飲酒について 
 薬の飲み方 
 睡眠 
 
【情報関連】 
 情報の整理の仕方 
 インターネットやスマホのセキュリティ 
 
【富山関連】 
 富山県が活性化するには 
 県内の仏像やお地蔵様について 
 
【その他】 
 人とのつきあい方 
 高齢者の社会参加 
 子供の（大人も）セクシュアリティについて（性教育，マイノリティなど） 
 働き方改革、イクボス 
 退職後の生活 
 ターミナル，死生観 
 （子供の）読書離れ 
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富山大学市民講座 2017 第 1 回アンケート集計（記述） 
 
【講演 1 で特に興味を持った内容】 
 先生のおっしゃったことはすべてその通りです！「肥満」の子の中に極端な偏食，極端
な睡眠障害が＝「発達障害」が最近よく感じられる。 
 寝ないと太る！寝ないと老ける！ 
 母の遺伝が肥満に関係が大きいこと，睡眠・糖尿病と認知症の関係。 
 メディア利用に伴う睡眠不足 
 学校で相談員をしていますが，子供たちの就寝時間が遅いことがとても気になっていて，
自分の抱いていた危惧について理論的に裏打ちしていただいた。肥満と睡眠の関係が興
味深く，大変納得。 
 睡眠時間と肥満の関係が統計的に明らかに示され，興味深かった。 
 就学時前より生活習慣を整えていくことが大切とのこと。保育園で仕事をしている自分
には重要な情報でした。アンケートなどからも就寝時間が 21 時から 23 時までの小児が
多く，問題となっていたとところなので，今回の情報をまじえ保護者に伝えてゆきたい
と思います。 
 早起き→早寝のほうが生物学的に沿っていること。 
 社会的政策（ヨーロッパ） 
 健康問題について「原因の原因」に対応することが重要であること。 
 ワーク・ライフ・バランス指標について 
 糖尿病に関する話。子供の生活習慣病と生活ルールの関係。 
 小児からの生活習慣が，成人までの身体に影響を与えることが改めてわかりました。 
 「原因の原因」に対応することが生活習慣病対策重要ということ。子供の健康は，親・
大人の生活習慣・労働（条件・スタイル・意識）の見直しが必要と痛切に感じている。 
 健康によい都市づくり／糖尿病は万病のもと 
 外国にあっては健康な生活をするためにまちづくりをしていることは初めて聞いたこ
とで大変興味深かった。 
 子供の睡眠時間と肥満の関係。だけど習い事しているとうまくいかない 
 子供と親の睡眠の関係 
 寝る子はたてに育つ！寝ない子は横に育つ！ 
 子供の睡眠時間減少，食生活の問題と，子供の健康（肥満，糖尿病），子供を取り巻く
メディアの問題，教育の問題など，すべてが相関していてとても興味深かった。今の時
代の子供たちには何が大切なのか考えさせられた。 
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【講演 2 で特に興味を持った内容】 
 母親が子供を遊ばせながらスマホを見ている。子供を危険のない様に見ているだけで，
会話をしない。子供は発達障害？人と見ないで物として見ている。 
 子供のメディア利用は親の影響が強い。 
 メディアに対する親の態度 
 乳幼児の長時間メディア視聴が，その後の認知能力の発達にどう結びつくのか。言語
の発達や聴覚的図地弁別，視運動手指機能などへの影響も大きいと思っていますが，
今後の研究に期待します。 
 まず，親がメディア利用について考えるべきだと感じた。 
 母親のメディアとのつきあい方が大切と知っておどろきました。 
 メディアを通して家庭内の会話が増加するわけではないこと。 
 大人のメディア時間が深く子供のメディア時間に関わっていく。 
 メディアによる家庭への影響がこれ程なのかと驚きました。 
 やはり両親がメディア影響をしっかりこころえて子育てをしていくことだと思うので，
子育て中の親にしらしめることが大切と思う。うまくメディア利用を図ることと思い
ます。 
 両親のネット時間と児童のメディア時間／追加調査 
 今はメディア漬けの生活になっている。それについての影響に興味がありました。 
 親のメディアをどう変えたら子供が変われるのかな・・と思った 
 子供の健康や生活習慣には，まず親が生活を見直す必要があるとアンケート調査では
っきりとわかったこと。子供は親を見て育っているのだなと感じました。 
 もっと深い内容を期待した。ほとんどはわかっていること。 
 ゲームのおもしろさはわかるが約束をすること，親のメディア時間が関係しているこ
とを初めてしった。家で実践してくれているので，このことは大切につづけていきた
い。 
 講演１と２がリンクしていてとてもわかりやすく興味深く聞くことができた 
 メディアといっても悪影響のものばかりではないけれど，長時間利用している間に失
っていくことが多いと思った。メディアの発展でとても豊かになっている今，忘れら
れている大切な何かについて，誰も考えなくなってしまったら怖いと感じた。 
 
  
－ 103 －
富山大学市民講座 2017 第２回アンケート集計（記述） 
 
【講演１で特に興味を持った内容】 
 コンパクトな中に明快で非常にわかりやすかった。学校における保護者対応で大切な
ことが再構築され，感謝でいっぱいです。 
 適切な対応がなされなかったために二次障害を引き起こしてしまうこと。 
 二次障害：今，学校が二次障害製造工場になっていないんでしょうか。大学の教員養
成課程の中で，発達障害についてしっかり学んでから現場になってほしい。 
 発達障害についてアンバランスなもの，いろんな分類があるということがわかりやす
く教えていただいた。何でも関わり方が重要であるということが知れたので良かった
です。 
 発達障害の子への接し方・関わり方 
 アスペ，ADHD，知的障害などの分類の仕方，対応の仕方 
 発達障害の特徴が強まる，弱まるのも関わり方次第 
 発達障害にも色々な種類があること，対応の仕方で症状の改善につながること 
 発達障害と知的障害の違い 
 以前は保育士をしていたので身近なことだったけど１０年くらい経った今でもこのよ
うな話をきけて，とても勉強になった。先生の話し方がとてもわかりやすかった。二
次障害が特に興味を持てた。 
 保育園の園長です。年々発達障害の子が増加してきています。もう診断を受けたこと
が何人もいます。生活習慣の乱れがすべてですね。育てづらい子がそうだと思います。
そんな子等のバックにそんな親がいると研修会でいわれました。 
 発達障害の早期発見・支援の重要性 
 発達障害の”偏り”は関わり方によって強くも弱くもなるという点で，その関わり方を学
んでいきたいと思いました。保育士で１歳児を担任しています。長く子供たちと関わ
っているので発達障害ではないかと思われる子はわかります。でもその関わり方がわ
かりません。適切な関わり方を知りたいと思いました。 
 二次障害を防ぐために４歳以前に気づいてあげることが大切。早期発見・早期支援の
重要性 
 孫が来春より支援学校に入学します。発達速度は緩やかですが成長してきています。
彼が一人で生きていくためのサポートができればと感じました。 
 二次障害を引き起こす前に早めの対策をとる，障害と個性を見極める大切さ 
 子供に指摘するだけではなくほんの少し手をさしのべてやり自信を持たせることが大
切だと改めて感じた。 
 アニマルセラピーで発達障害の子供たちと接しているので，どのように対応すればよ
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いのか参考になった。 
 症例と対応 
 今日の話を聞いて，発達障害の仕組みが再確認でき，対応の仕方も学べてよかった。
中学までは環境がよくすこやかに過ごしてこれたが，高校生活でつまづいたよう。少
しずつ対応を戻し，すこやかに過ごせるようにしてやりたい。 
 県内の小中学校でスクールカウンセラーをしています。日々の活動の中で，今日お話
いただいた「二次障害」がある子どもたちの深い悩みを感じています。学校の先生方・
ご家族に伝えていきたいと思います。 
 二次障害について→医療につなぐ場合，小児科へ行けばいいのか精神科へ行けばいい
のか，どこへ受診するのがいいのか気になった。 
 心理テスト 
 ２～４歳で自閉症診断を受けることがよいとのこと 
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【講演２で特に興味を持った内容】 
 説明が物腰柔らかで安心感があり，資料がとてもわかりやすかった。説明の中の「間」
についてかなり配慮していただいたこともあり，理解が深まった。 
 心の健康に早期の段階から気づき改善していく動きがあること。 
 思春期について漠然とどう関わったらいいか自分の子供に対して感じていたので，と
ても具体的に現状と具体的な観察項目が知れたので，とても有益でした。とてもいい
資料をいただけたので，ぜひまた活用していきたいです。 
 こころのリスク相談，もっと早く知りたかったです。 
 思春期の対応 
 面接の仕方，医療機関紹介のタイミング 
 睡眠時間が心に大きく影響を及ぼすこと 
 早期発見には家庭・学校など協力し合うことが大切，思春期の心のリスク状態 
 いじめとストレスについて 
 認知行動療法 
 睡眠や食事などの思春期の生活習慣が心に及ぼす影響 
 受験に対してのまわりの見守り方や対応の仕方 
 あまり自分の子供には関係のないことだと思っていたが，そうではないと話を聞くに
つれて思い，子供の様子を見ることは大切だと思った。新たな知識が増えて嬉しい。
短大生の時に実習で精神障害の人の施設に行ったことを思い出し，そのような経過が
あってそのようになったんだなーと考えさせられた。 
 聞くのは一般人。講師だけがわかっている言葉が多い。 
 みんながみんな精神病性障害を発症するわけではないこと 
 思春期の脳について 
 いじめの心に与える傷の大きさ 
 ARMS の目的が予防であること 
 精神病と抑鬱の違い 
 脳の成長について 
 こころのリスク外来の紹介 
 何の問題もなく良い評価の中，中学３年の１学期まできたが，中３の 2 学期から急に
様子がおかしくなり，現在（高校）不登校気味である。それについて参考になりよか
った。起立性障害をうたがっている。 
 思春期の脳，心のリスク状態がその後に及ぼす影響と対策 
 病前期から家庭・教育機関・保健・福祉機関において早期発見・早期支援からメンタ
ルヘルスを重要視していく方向に向かっていることに，大変これからの政策を期待し
たい。 
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富山大学市民講座 2017 第３回アンケート集計（記述） 
【講演１で特に興味を持った内容】 
 知識の再認識ができて良かったです。 
 アレルギーに関して個々の対応が不可欠であるということ。 
 発熱するメカニズムと各病気の症状等々，子育てから離れているので興味深く聞きま
した。質問に対しての先生のアドバイスも親近感があり楽しかった。 
 子供のアレルギーについて。 
 （すべて）時間があればもっと掘り下げた内容も聞きたかった。質問もしたかったで
すが・・・・。 
 とても聴きやすくわかりやすかったです。出来れば，熱だけでなく他の症状について
も大事なのだといったお話もうかがいたかったです。熱以外に関心をしめしてくれな
い保護者も多いのです。 
 感染症の見分け方 
 感染症のことを詳しく教えていただけて助かりました（症状や対処法など）。 
 冷却シートに解熱効果がないことを初めて知りました。間違えた知識を改めていただ
いて助かりました。 
 お母さんの“いつもとは違う”というコトバは大切であること。そして，服薬を中断
しないことも大切。 
 ノロウィルス（胃腸炎）への対処はきちんと行われなければ大変なことになる。 
 対処の仕方をきちんと心得ておきたいと思いました。 
 発熱のメカニズム・体温調整のメカニズム。 
 質問形式に根拠をもって教えて下さったところ。すべてが分かりやすかったです。 
 基本の判断基準が分かったのが最高でした。 
 溶連菌について。 
 子供がいるので，今回の中で一番聞きたかった講座でした。身近な内容と対応対策の
お話だったので，とても，役に立ちそうだなと思った。 
 解熱時の対応など。 
 薬は飲みきること。 
 基礎的な知識を具体的にわかりやすく教えて下さった。 
 発熱のパターン（二峰性のもの）下熱後に次の症状が出るものなど下熱したから安心
とは言えない疾患について学んだこと。 
 小児感染症について，症状出現の経過が図示されていてわかりやすかった。 
  臨床の写真も具体的でわかりやすかった。かぜ薬をどう選べばよいか分かった。 
 乳幼児特有の感染症について。（見つけかた・症状）感染予防について。 
 再受診のポイントやその子供によって平熱は違うため，その子のいつもの状態をよく
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知ることが大切ということ。 
 
【講演２で特に興味を持った内容】 
 アレルギー児への対応の変化が知れてとてもよかったです。 
 エピペンの使い方，危険性，動画 
 食物アレルギー 
 最近のアレルギーの情報を聞くことが出来，また質疑応答にも大変興味深く聞けまし
た。 
 赤ちゃんの時からのスキンケアが大切である事。 
 すべて新しく，正しい情報をありがとうございます。 
 湿疹と食物アレルギーの関係。 
 離乳食は（開始時期を）遅らせない。 スキンケアは早くから。 
 食物アレルギーの発症について，予防について，新しい正しい知識を教えていただけ
てとても勉強になりました。アナフィラキシーのことはよく知らなかったので，教え
ていただいたことをしっかり覚えて対処したいです。 
 アレルギー物質は完全に除去するべきという考えを持っている人はまだまだ多いと思
うので正しい知識がのっと広がると良いと思いました。 
 孫が卵アレルギーなので興味をもって聞きました。良かったです。 
 食物アレルギーがなぜこんなに増えているのか分かったまた，対応の方法も 
 孫が卵アレルギーで心配していましたが気持ちがはっきりしました。 
 食物アレルギーの予防，アレルギー専門医，生まれた時からのスキンケア。 
 食物アレルギーの考え方進歩。 
 「エピペン」を数回使用することがあると聞き，びっくり！！ 
 緊急時の対応や病院へのつなぎ方がとてもよくわかりたすかりました。（養護教諭） 
 食物負荷試験，赤ちゃんからのスキンケア。 
 lge 抗体について 
 私も家族もあまり食物アレルギーには関係（今のところは）ないが，なり得ると思う
と怖くなった。動画はとても心が痛くなって怖かった。 
 自分の子供と職場でもアレルギーがあったので，今後の方針など最新の情報が分かっ
てありがたかったので，全体的に。 
 実際にあったことを取り上げてもらうと理解しやすいです。 
 食物アレルギーの予防として生まれた時からスキンケアをしたり離乳食を遅らせない
で行い食物アレルギーを減らすと良いという話。 
 アトピーに秋冬生まれや離乳食が関連していること。除去ではなく最低限の除去でよ
いこと。 
 TV で経口免疫療法が紹介されているが詳しい＝正しいことが学べて良かった。 
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 食物負荷試験。 
 エビペンを持っている子がいるが，どういうものか知ることが出来た。どうして食物
アレルギーの子が増加しているのか分かった。 
 アレルギーの予防など，新しい情報を聞いて興味深かった。 
 食べて治すという方法。 
 アレルギーのトレンドについて。（アトピーから始まる，食べて治していく） 
 経口免疫療法 
 アレルギーマーチ 
 
 
－ 109 －
キャリアデザイン講座 
 “地域を学び，地域で働こう！ ～未来の地域リーダーという仕事の魅力～”
 
 
＜概要・目的＞ 
COC+事業の一環としての高大連携推進の取組み（入口戦略の推進） 
高校生に，将来，地域（地元）において地域（地元）のために仕事をし，活躍すると
いう進路（学びと仕事）を知ってもらい，地域課題解決のための未来の地域リーダー
を目指してもらうためのセミナー等の開催 
 
 
＜プロジェクトの意義＞ 
高
校
生
　新たな進路の発見につながる。地域（大好きな地元）にいながら地域（地元）のた
めに仕事をし，活躍するという進路があることを知ることで，自分の将来に新たな目
標ができ，進学への意欲が高まる。
保
護
者
　新たな進路の発見につながる。大切なお子さんが地域（地元）で学び，地域で働き
活躍し，充実した有意義な生活を地域で送ることができることへの安心感と満足感を
得られる。また，お子さんが地元で学び働くことで，経済的負担の軽減も可能にな
る。
高
　
校
　正課の中ではなかなか対応できない生徒の進路に対する情報提供ニーズに応えるこ
とができる。生徒に大学進学という直近の進路だけではなく，将来の仕事まで具体的
に見据えた進路指導（情報提供）をすることができ，生徒の進学に対する意欲を高
め，また進学後のミスマッチを防ぐことができる。
大
　
学
　目的意識のある意欲的な学生の確保と，卒業生を未来の地域リーダーとして地域へ
送り出すことによる地域貢献が可能になる。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
県内の自治体・企業が COC+に全面的に連携・協力しており，地域を学び，地域
で活躍する人材の就職をまさに地域をあげて支援する体制を築いていることか
ら，地域（地元）への就職がきわめて有利になっている。 
そのための学びの拠点，就職の準備の拠点として富山大学が位置づけられている
ことから，富山大学への進学も地元への就職にとってきわめて有意義な選択とな
っている。 
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平成２９年度キャリアデザイン講座に係る高校と連携状況～高大連携推進プロジェクトの提案～  
H30.2.28 現在 
【キャリアデザイン講座実施状況】 
○高岡南高校 
・ 実施日時：５月２５日（木） 富山大学五福キャンパス及び杉谷キャンパス 
・ 「大学連携講座：探究的学習」の枠で，五福・杉谷で各 1回セミナー開催 
 （五福）森口生涯学習部門長，地域連携戦略室 定村コーディネーター，社会貢献課 針山係員が説明  
   （杉谷）仲嶺生涯学習部門准教授，社会貢献課 日水係長が説明 
・ 富山で働き暮らすことを考えるきっかけとなるような情報提供や COC+事業の紹介等 
 
○南砺福野高校 
・ 日時：９月１６日（土）10:00-10:30，10:45-11:15 南砺福野高校 
・ 「進路セミナー」の枠で実施。「私の仕事と COC+(地方創生）」と題して，森口生涯学習部門長 及び 
地域連携戦略室 定村コーディネーターが講演 
 
○高等学校と富山大学との入学試験に関する懇談会 
・ 日時：９月２６日（火）13:00-16:30 黒田講堂 
・ 県内または近県の高等学校の進路指導担当教諭を招いて実施する同懇談会で社会貢献課 日水係長
から１０分間講演 
・ 「生涯学習部門における高大連携事業の紹介」と題して，高校生が「キャリアデザイン」（＝卒業
後にどのように学び・働き・暮らすか）を自ら考える機会を提供することを目的にキャリアデザイ
ン講座を実施していること，また，オープン・クラス（公開授業）を活用した高大連携事業の実績
について説明 
 
○富山県内大学・短大・高専 合同進学説明会 
・ 実施日時：１０月２８日（土）10:30-16:00 高岡文化ホール（高岡会場） 
・  実施日時：１０月２９日（土）10:30-16:00 富山国際会議場（富山会場） 
・ 県内教育機関で学ぶことの意義と魅力について，キャリアデザイン講座の実施 
「県内教育機関で学び卒業したあと，地域でどのように学び・働き・暮らすか」を考える内容とし，
地域連携戦略室 定村コーディネーター及び県内に勤務する本学卒業者が富山と高岡の各会場で，午
前と午後の１回ずつ説明 
 
 
【打合せ状況】 
○魚津高校 
・ 日時：平成３０年２月１３日（火）10:00-11:00 
・ 平成３０年度から主に１年生を対象としたキャリアデザイン講座が実施に向けて，森口部門長及
び地域連携戦略室のコーディネーターが，魚津市役所企画総務部長及び企画総務部職員と一緒に高
校を訪問 
取組の説明ほか，現在の高校生の進学状況について意見交換 
以 上  
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キャリアデザイン講座 in ○○高校 2018 
  “OB・OG といっしょに○○の魅力と課題を考えてみよう！”
 
 
＜実施目的・意義＞ 
 地域に対して優秀な人材を輩出している○○高校を対象に，その生徒たちに地元○○
の魅力を再発見してもらうと同時に，抱える課題について意識的になってもらうこと
で，より明確な目的意識のもとで地域志向を高めてもらうことを目的としている。そ
れによって，生徒たちの将来の進路選択の幅を広げるお手伝いもできるものと考えら
れる。 
 本講座の大きな特徴は，○○高校出身の若手の○○市役所職員（地域リーダー）と一
緒に考えるというところにあり，それによって生徒たちの関心の度合いや本気度が高
まるものと思われ，高い効果が期待される。また，若い人たちの感性を市政に反映さ
せることができる可能性も考えられる。この取り組みは，これまでにないコラボレー
ションを実現することであり，そこから新しい「何か」を創造できる可能性がある。 
 ○○の魅力発信と課題解決の現場を知り尽くした○○市役所の全面的な協力のもと，
生徒たちには実際の取り組み事例などリアルな情報を提供することで，机上の話にと
どまらない身近で実感を伴った魅力的な講座を展開できる。 
 
 
＜実施計画＞ 
 希望者を対象に，放課後の時間等で開講 
 講座内容（案）： 
1. OB・OG（若手リーダー）による話題提供（地域の魅力向上と課題解決へ向けた
取組事例）（15 分×2） 
2. ○○の魅力と課題を考えるワークショップ（15 分×2） 
3. ワークショップの成果発表と OB・OG による講評（10 分） 
4. 富山大学における「地域の学びと地域への就職」の紹介（5 分） 
～富山大学の COC+事業の特色と PBL の紹介（ビデオ放映）～ 
 
 
以上 
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高岡南高校2年生194人回答
※複数回答した方がいるので合計が194以上になる箇所あり基本情報
119人 
75人 
住所 
高岡市内 
高岡市外 
84人 110人 
性別 
男性 
女性 
95人 98人 
1人 
クラス 
文系 
理系 
無回答 
キャリアデザイン講座アンケート結果(高岡南高校) 
                     平成29年5月25日実施  
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卒業後進路
ほとんどの人が大学進学を希望している。
希望の進学地としては未定の人が最も多いが，次い
で大都市圏を希望する人が多い結果となった。
男女別にみると，特に女性が大都市圏を希望してお
り，その理由は「親元を離れる」「地元以外を体験」
「都会に憧れ」が多い。
保護者は本人の希望を尊重するようだ。
188人 
1人 5人 
希望進路先 
大学 
短大 
専門学校 
就職 
未定 
41人 
24人 
14人 
11人 
40人 
27人 
11人 
9人 
12人 7人 
11人 
希望学部 人文 
教育 
経済 
法律 
工学 
理学 
医学 
薬学 
看護 
芸術 
その他 
19人 
27人 
11人 
1人 
106人 
25人 
5人 
保護者希望進学地 
県内 
近県 
大都市圏 
その他 
本人の希望 
わからない 
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21人 
63人 
74人 
8人 
希望進学地 
富山県内 
石川県 
大都市圏 
未定 
その他 
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希望進学地(女性 ) 
富山県内 
石川県 
大都市圏 
未定 
その他 
無回答 0
10
20
30
40
50
希望進学地(男性) 
富山県内 
石川県 
大都市圏 
未定 
その他 
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
女性の大都市圏希望理由 
自宅から通える 
希望の学部がある 
就職に有利 
家族や友人等の薦め 
親元を離れてみたい 
地元以外を体験 
都会の生活に憧れ 
その他 
静岡県 
新潟県
海外 
長野県 
北陸  
希望の大学がある，その都市が好き 
してみたいことがある，もっといろんな人と出会える  
－ 114 －
進学希望理由を希望進学地ごとにみる。
県内希望者は「自宅から通える」が圧倒的に多く。消極的な(暮らしやすいから富山を選ぶ 　←→
積極的：富山をよくしたいから富山を選ぶ)地元志向といえる。
石川県希望者は「希望の学部がある」が最も多い。石川県特有の学部があるのだろうか。ないと
しても、富山と比較すると大学数が多いので、選択肢が広がると考えているのではないか。
大都市圏希望者は「親元を離れる」「地元以外を体験」「都会に憧れ」といった率直な回答が多
く、まだ将来を見据えていないように思われる。
未定者は「希望の学部がある」「その他」が多い。講座で説明のあった目的意識を持った選択で
はなく、従来どおりの学部から決める進路選択が行われているようだ。「その他」には『まだ考え
ていない・調べていない』といった回答があった。
27人 
39人 
14人 
6人 
30人 
30人 
15人 20人 
進学希望理由 
自宅から通える 
希望の学部がある 
就職に有利 
家族や友人等の薦め 
親元を離れてみたい 
地元以外を体験 
都会の生活に憧れ 
その他 0
5
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20
25
県内進学希望者の進学希望理由 
自宅から通える 
希望の学部あり 
就職に有利 
家族・友人の薦め 
親元離れる 
地元以外を体験 
都会に憧れ 
0
2
4
6
8
10
石川県進学希望者の進学希望理由 
自宅から通える 
希望の学部あり 
就職に有利 
家族・友人の薦め 
親元離れる 
地元以外を体験 
都会に憧れ 0
5
10
15
20
大都市圏進学希望者の進学希望理由 
自宅から通える 
希望の学部あり 
就職に有利 
家族・友人の薦め 
親元離れる 
地元以外を体験 
都会に憧れ 
0
5
10
15
20
未定者の進学希望理由 
自宅から通える 
希望の学部あり 
就職に有利 
家族・友人の薦め 
親元離れる 
地元以外を体験 
都会に憧れ 0
0.5
1
1.5
2
2.5
3
3.5
「その他」回答者の進学希望理由 
自宅から通える 
希望の学部あり 
就職に有利 
家族・友人の薦め 
親元離れる 
地元以外を体験 
都会に憧れ 
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就職に関しては、進学以上に「未定」回答が多く、現時点で就職
について考えている人が少ないことが分かった。
就職
19人 
16人 
1人 
31人 
123人 
4人 
希望就職地 
現住所市町村内 
現住所以外の富山県内 
石川県 
大都市圏 
未定 
その他 
4人 
8人 
3人 
85人 
94人 
保護者希望就職地 
現住所市町村内 
現住所以外の富山県内 
石川県 
大都市圏 
本人の希望 
その他 
わからない 
大学在学時の市町村 
北陸   
－ 116 －
講座修了後
「富山大学で地元のことが学べる」「地元定着・就職に力を入れている」どちらについても大多数
の人は理解できた。
「地元での進学・就職への関心」についてはどちらも半数以上の人が関心を持った。特に，就職
への関心が高いようだ。
0 10 20 30 40 50 60 70 80
まったくわからなかった 
わからなかった 
あまりわからなかった 
ある程度わかった 
わかった 
よくわかった 
富山大学で地元のことが学べる 
0 20 40 60 80 100
まったくわからなかった 
わからなかった 
あまりわからなかった 
ある程度わかった 
わかった 
よくわかった 
無回答 
地元定着・就職に力を入れている 
0 10 20 30 40 50 60 70 80
まったく持たなかった 
持たなかった 
あまり持たなかった 
ある程度持った 
持った 
とても持った 
地元での進学への関心 
0 10 20 30 40 50 60 70 80
まったく持たなかった 
持たなかった 
あまり持たなかった 
ある程度持った 
持った 
とても持った 
地元での就職への関心 
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※地元進学・就職に対する関心が高い人（ある程度持った～とても持った）
0 20 40 60 80 100
まったく持たなかった 
持たなかった 
あまり持たなかった 
ある程度持った 
持った 
とても持った 
地域の課題解決への興味 
0 20 40 60 80 100
まったく持たなかった 
持たなかった 
あまり持たなかった 
ある程度持った 
持った 
とても持った 
地域リーダーとして活躍することへの興味 
0 10 20 30 40 50 60
まったく持たなかった 
持たなかった 
あまり持たなかった 
ある程度持った 
持った 
とても持った 
地域課題解決への興味 
0 10 20 30 40 50 60 70
まったく持たなかった 
持たなかった 
あまり持たなかった 
ある程度持った 
持った 
とても持った 
地域リーダーとして活躍することへの興味 
「地域の課題解決への興味」「地
域リーダーとして活躍することへ
の興味」についても半数以上の人
が興味を持った。 
地元での進学・就職への関心が
高い人は，「地域課題解決への
興味」「地域リーダーとして活躍
することへの興味」どちらも多く
の人に持ってもらえた。 
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※地元進学・就職に対する関心が低い人（あまり持たなかった～まったく持たなかった）
0 5 10 15 20 25
まったく持たなかった 
持たなかった 
あまり持たなかった 
ある程度持った 
持った 
とても持った 
地域課題解決への興味 
0 5 10 15 20 25
まったく持たなかった 
持たなかった 
あまり持たなかった 
ある程度持った 
持った 
とても持った 
地域リーダーとして活躍することへの興味 
一方，地元での進学・就職への関
心が低い人は，「地域課題解決へ
の興味」「地域リーダーとして活躍
すること」どちらも多くの人に持って
もらえなかった。 
ただ、わずかではあるが、関心が
低い人にも興味を持ったという人が
いることは、今回の講座の成果とい
えるのではないか。 
0 20 40 60 80
まったく持たなかった 
持たなかった 
あまり持たなかった 
ある程度持った 
持った 
とても持った 
地元での進学・就職への関心（理解した人） 
就職 
進学 
0 1 2 3 4 5 6
まったく持たなかった 
持たなかった 
あまり持たなかった 
ある程度持った 
持った 
とても持った 
地元での進学・就職への関心（理解できなかった人） 
就職 
進学 
講座を理解した人は地元での進
学・就職に関心が高く、理解でき
なかった人は関心が低い。大半の
人は理解できたと回答しているの
で、講座を開催したことで多くの人
に関心を持ってもらえたといえる。 
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平成29年度講師紹介等実績一覧 生涯学習部門教員
平成30年2月28日現在（予定を含む）
No. 依頼者 企画名等 開催日 紹介者　氏名 所　属
1 富山県 世界遺産人材育成プロジェクトユースプログラム H29.8.23-26 ― 生涯学習部門
2
県民カレッジ高岡地区センター ふるさと発見講座 H29.12.6 大熊　敏之 芸術文化学部
3
県民カレッジ高岡地区センター ふるさと発見講座 H29.11.8 足立　雄一 大学院医学薬学研究部
4 富山県中小企業家同友会 経営者大学第16期  第1回 H29.10.30 小柳津　英知 経済学部
5 富山県中小企業家同友会 経営者大学第16期  第2回 H29.11.10 柵　富雄 （株）ジェック経営コンサルタント
6 富山県中小企業家同友会 経営者大学第16期  第3回 H29.11.22 内田　康郎 経済学部
7
富山県社会福祉協議会 富山県いきいき長寿センター 平成29年度富山県いきいき長寿大学すこやか活動講座  第2回 H29.6.13,23 川口　善治 大学院医学薬学研究部
8
富山県社会福祉協議会 富山県いきいき長寿センター 平成29年度富山県いきいき長寿大学すこやか活動講座  第3回 H29.6.26,27 木戸　幹雄 附属病院
9 富山市立図書館 TOYAMAキラリナレッジフォレスト H29.7.28-8.13 （学生ボランティア） ―
10 富山市立図書館 TOYAMAキラリナレッジフォレスト　17'オープニングイベント H29.8.6 藤田　公仁子 生涯学習部門
11 富山市立図書館 交流行事「生きもの探検隊」  ワークショップ H29.7.30 （学生ボランティア） ―
12 射水市 家庭教育支援講座 H29.7.1 若山　育代 人間発達科学部
13 射水市 家庭教育支援講座 H29.9.2 隅　敦 人間発達科学部
14 射水市 家庭教育支援講座 H29.12.16 長谷川　春生 人間発達科学部
15 射水市 家庭教育アドバイザー養成講座  第1回 H29.8.2 藤田　公仁子 生涯学習部門
16 射水市 家庭教育アドバイザー養成講座  第1回 H29.8.2 若山　育代 人間発達科学部
17 射水市 家庭教育アドバイザー養成講座  第2回 H29.8.8 竹澤  みどり 保健管理センター
18 射水市 家庭教育アドバイザー養成講座  第3回 H29.8.10 小林　真 人間発達科学部
19 富山市市民学習センター 富山市民大学祭　公開講座 H29.11.16 鈴木　景二 人文学部
20 富山市市民学習センター 富山市民大学祭　特別講演会 H29.11.18 齊藤　大紀 人文学部
21 富山市教育委員会 平成29年度富山市民大学特別講義 H30.1.9 藤田　公仁子 生涯学習部門
22 南砺市 市民大学 緑の里講座 H29.10.4 山田　正明 大学院医学薬学研究部
23 南砺市 市民大学 緑の里講座 H29.12.14 足立　雄一 大学院医学薬学研究部
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24 富山医療福祉専門学校 非常勤講師（理学療法学科） H29.4.7-9.229.25-H30.3.31 大川　信行 人間発達科学部
25 富山医療福祉専門学校 非常勤講師（理学療法学科） H29.4.7-9.229.25-H30.3.32 岡崎　浩幸 教職実践開発研究科
26 富山医療福祉専門学校 非常勤講師（理学療法学科） H29.4.7-9.229.25-H30.3.33 藤田　公仁子 生涯学習部門
27 富山医療福祉専門学校 非常勤講師（作業療法学科） H29.4.10-9.229.25- 岡崎　浩幸 教職実践開発研究科
28 富山医療福祉専門学校 非常勤講師（作業療法学科） H29.4.10-9.229.25- 藤田　公仁子 生涯学習部門
29 富山医療福祉専門学校 非常勤講師（作業療法学科） H29.4.10-9.229.25- 冨田　賢吾 医学部
30 富山県高岡看護専門学校 非常勤講師 H29.4.17-8.10 伊藤　智樹 人文学部
31 富山県高岡看護専門学校 非常勤講師 H29.4.17-8.11 小川　亮 人間発達科学部
32 富山県高岡看護専門学校 非常勤講師 H29.4.10-8.4 笹田　茂樹 人間発達科学部
33 富山県高岡看護専門学校 非常勤講師 H29.8.28-12.15 野田　秀孝 人間発達科学部
34 富山県高岡看護専門学校 非常勤講師 H29.4.10-8.4 藤田　公仁子 生涯学習部門
35 富山県高岡看護専門学校 非常勤講師 H29.4.17-8.10 松田　恒平 理工学研究部
36 朝日町 男女共同参画推進フェスティバル H29.10.28 藤田　公仁子 生涯学習部門
37
富山県栄養教諭・学校栄養職員研究会 平成29年度　栄養教諭・学校栄養職員研究大会 H30.2.14 藤田　公仁子 生涯学習部門
38 野々市市 まち・ひと・にぎわいセミナー H30.3.19 藤田　公仁子 生涯学習部門
39
金沢大学地域連携推進センター 平成29年度金沢大学社会教育主事講習 H29.7.27 藤田  公仁子 生涯学習部門
40 石川県教育委員会 平成29年度  石川県公民館職員基礎研修 H29.7.13 藤田  公仁子 生涯学習部門
41 石川県教育委員会 平成29年度  石川県公民館職員専門研修 H29.7.20 藤田  公仁子 生涯学習部門
42 高志の国文学館 高志の国文学館　文学講座（大学連携シリーズ） H29.5.20 三船　温尚 芸術文化学部
43 高志の国文学館 高志の国文学館　文学講座（大学連携シリーズ） H29.6.17 磯部　祐子 人文学部
44 高志の国文学館 高志の国文学館　文学講座（大学連携シリーズ） H29.6.24 藤田　秀樹 人文学部
45 高志の国文学館 高志の国文学館　文学講座（大学連携シリーズ） H29.7.8 西田屋　洋 人間発達科学部
46 富山市立図書館 富山大学連携公開講座2017 H29.4.23 柏木　健司 理工学研究部
47 富山市立図書館 富山大学連携公開講座2017 H29.6.4 坪見　博之 人文学部
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48 富山市立図書館 富山大学連携公開講座2017 H29.6.25 石木　学 大学院医学薬学研究部
49 富山市立図書館 富山大学連携公開講座2017 H30.2.4 三宮　千佳 芸術文化学部
50
学びを通じた地方創生コンファレンス東京実行委員会 学び合いが拓く持続可能な社会「東京コンファレンス」  （文部科学省委託事業） H29.2.5-6 藤田  公仁子 生涯学習部門
51 文部科学省 平成29年度「学びによる地域力活性化プログラム普及・啓発事業」地方創生コンファレンスin徳島 H30.2.11-12 藤田  公仁子 生涯学習部門
52 文部科学省 学びによる地域力活性化全国コンファレンス・教育格差解消プラン全国協議会 H302.26-27 藤田  公仁子 生涯学習部門
53 富山大学経済学部 市民公開シンポジウム「原発、復興、福島の声」 H30.1.27 －
54
現代版北前船プロジェクトとやま 北前船を学ぶ達人談義＆コンサート H29.12.2 藤田　公仁子 生涯学習部門
55 布橋灌頂会 H29.9.24 藤田　公仁子 生涯学習部門
生涯学習相談一覧                                          平成30年2月28日現在
No.
1
2
3
4
5 計　19　件
その他一覧
1
審議会等委員一覧 平成30年2月28日現在
No. 機関 審議会等 任期 委員氏名 所　属
1 文部科学省 学びを通じた地方創生コンファレンス支援協力者委員会  委員 H29.7.13-H30.3.31 藤田  公仁子 生涯学習部門
2 文部科学省 ICTを活用した「生涯学習プラットフォーム（仮称）」の構築に関する調査研究　委 員 H29.8.21-H30.3.23 藤田  公仁子 生涯学習部門
3 富山県社会教育振興協議会 富山県社会教育振興協議会運営委員 H29.4.1-H30.3.31 藤田　公仁子 生涯学習部門
4 富山市 富山市公募提案型協働事業審査委員 H29.5.28-H30.3.31 藤田　公仁子 生涯学習部門
埼玉県開智小学校6年生　取材｢富山における学習活動と市民活動について」
相談者
受講生向け生涯学習相談 　14件
氷見市教育委員会事務局
石川県野々市市
黒部市
医療社団法人　仁志会
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5 富山県 富山県元気な雪国づくり事業部会委員 H29.6.6-H31.6.5 藤田　公仁子 生涯学習部門
6 富山市教育委員会 富山市民学習センター運営協議会委員 H29.7.1-H31.6.30 藤田　公仁子 生涯学習部門
7 文部科学省 検定試験の第三者評価に関する調査研究　委員 H29.7.1-H30.3.23 藤田　公仁子 生涯学習部門
8 富山県教育委員会 富山県立山荘指定管理者評価委員会 H29.7.11-H30.3.31 藤田　公仁子 生涯学習部門
9 文部科学省 開かれた大学づくりに関する調査研究　委員 H29.10.2-H30.3.16 藤田　公仁子 生涯学習部門
10 株式会社学研プラス ICTを活用した「生涯学習プラットフォーム（仮称）」の構築に関する調査研究事業評価委員会委 員 H30.3.31 藤田　公仁子 生涯学習部門
11 富山県民生涯学習カレッジ 富山県民学習カレッジ運営会議委員 H31.12.31 藤田　公仁子 生涯学習部門
12 黒部市 （仮称）くろべ市民交流センター建設基本構想策定委員会委員 H30.3.6-H31.3.31 藤田　公仁子 生涯学習部門
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         休憩・ご飲食場所としてお使いください。 
             
 
 
 
 
 
 
 
     
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
生涯学習相談会を開催！  
生涯学習部門専任教員が担当します。受講相談、 
お困りごとをお話しください。 
 
開催日は、 
月～木曜日 15：00～16：00 です。 
＊開催日の詳細はサロンの利用時間カレンダーをご覧  
ください。 
 
＊都合により急きょお休みさせていただく場合があります。 
 お休みの場合は、サロンの掲示でお知らせします。 
●利用時間  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ＊詳細はサロンの利用時間カレンダーをご確認ください。 
 
●場所  富山大学五福キャンパス 
生涯学習部門（共通教育棟 B 棟）２階  地図は裏面へ⇒ 
 
 
授業期間中(4-7 月、10-1 月) 
 ・公開講座のある日 ８：３０～講座終了２０分後 
 ・公開講座のない日 ８：３０～１６：３０ 
 ・土・日曜日 講座開始２０分前～講座終了２０分後 
授業期間外(8-9 月、2-3 月) 
 ・公開講座のある日 講座開始２０分前～講座終了２０分後 
 ・その他、相談会を実施する時間 
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●オープンサロン地図   
  五福キャンパス 生涯学習部門(共通教育棟 B 棟) ２階 
 
                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【お問合せ先】 
富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 
(社会貢献課) 
 
TEL:076-445-6956  FAX:076-445-6033 
Mail:lifelong@ctg.u-toyama.ac.jp 
HP: http://www.life.u-toyama.ac.jp/ 
アカデミールーム 
